
佐々町

令和7年3月定例会
令和7年1月・2月・3月臨時会

第154号

議会だより

発行日／2025年（令和7年）5月１日　編集／佐々町議会／議会広報委員会　佐々町本田原免168-2　☎62-2101

第２保育所　卒園式（３月２２日）

◆ 目 次 ◆
□事件に対する議会の対応…………………………… ２～３

□令和7年度　当初予算 ……………………………… ４～５

□第1・2回　臨時会（全員協議会報告含む）……………… ６

□工事請負変更契約締結の件（佐々町新庁舎建設工事）… ７

□委員会報告（総務厚生・産業建設文教委員会）………… ８

□賛否表 …………………………………………………… ９

□一般質問（6人が町政を問う）…………………… 10～16

□西九州自動車道建設促進大会・広報クリニック ………17

□町民の声 …………………………………………………18

□議会日誌・町民の声・編集後記……………………………19



事件に 対する議会の対応

3月18日　議会全員協議会

（3/8～4/23までの対応）

3月8日 逮捕
官製談合防止法違反
公契約関係競売入札妨害
町営団地の給水管改修工事の
指名競争入札

3月29日 再逮捕
官製談合防止法違反
公契約関係競売入札妨害
佐々町の図書館照明のLED化
工事の指名競争入札

3月28日 起訴
官製談合防止法違反
公契約関係競売入札妨害

古庄町長 事件の経緯 議会の経緯

3月10日  議会全員協議会
■ 町長逮捕について町執行部より報告

3月17日  議会全員協議会
■ 町長の逮捕をうけて今後の議会対応に
　 ついて協議

3月18日  議会全員協議会
■ 町長の逮捕をうけて古庄町長の給料や
　 期末手当を一時差し止める要望書を提
　 出することを全員一致で決定
■ 同日、町長職務代理者へ正副議長より

　 要望書提出

3月19日  臨時会
■ 町長及び副町長の給与に関する条例の
　 一部改正を可決

4月23日  議会運営委員会
■ 町長の退職申し出をうけて今後の議会
　 対応について協議

4月18日 追起訴
官製談合防止法違反
公契約関係競売入札妨害

4月23日

町長退職申し出
議長が受理

佐々町議会だより　第154号（令和７年５月１日） ２

佐々町の不祥事 事件に
3月18日  要望書提出

　町長（※）の逮捕の一報が入ったのは 3月 8日のことでした。

　同日午後には長崎県警の家宅捜索が入るという事態となり、議会としては、まず、情報

の収集に努めましたが、警察の捜査の状況を見守るしかなく、その後も報道機関が発表す

る内容以外のことは知ることができませんでした。

　しかしながら、町長逮捕という極めて重大な事件は、町政に対する信頼を著しく失墜さ

せるものであるとして、本人の認否が明らかでなく、また起訴されるか分からない状況の

中ではありましたが、議会としての対応を協議してまいりました。

　そこで、町に対しては、条例を改正することにより、町長の給料及び期末手当について

一時差し止めや不支給とすることができるよう、また、退職手当については、支払いをす

る長崎県市町村総合事務組合に支給差し止めを要請するよう要望いたしました。改正の条

例案については、３月19日に開かれた臨時会におきまして全会一致で可決されました。

　今後は、新しい入札制度の確立により、公平・公正で透明性を確保した入札が実施でき

るよう、改めて、執行に対する監視機能を強化し、議会としての役割を果たしていきたい

と考えていますので、今後とも、ご理解とご協力をお願いいたします。

佐々町議会議長　淡田　邦夫　

※議会だより作成時点で町長の退職が確定していませんので上記の表記としています。

要望書を手渡す様子（左：中村副町長、中央：淡田議長、右：平田副議長）

佐々町議会だより　第154号（令和７年５月１日）３
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３
月
定
例
会
が
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月
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日
か
ら
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日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
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さ
れ
た
。

　
第
１
日
目
は
、
議
長
の
諸
般
の
報
告
、
町
長
の
行
政
報
告
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
報
告
、
常
任
委
員
会
報
告
、
一
般
質
問
４
名

が
登
壇
し
た
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第
２
日
目
は
、
一
般
質
問
２
名
が
登
壇
、
そ
の
後
、
議
案
11
件
を
審

議
し
可
決
し
た
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第
３
日
目
は
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
の
議
案
６
件
を
審
議
し
可
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し
た
。
そ
の
後
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
上
程
が
な
さ
れ
た
。

　
最
終
日
に
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
を
審
議
し
可
決
。

　
追
加
議
案
２
件
、
議
員
発
議
１
件
を
可
決
し
、
閉
会
中
の
委
員
会
継

続
調
査
を
許
可
し
て
閉
会
し
た
。

骨格予算でも　74億6,300万円
歳入科目

一般会計歳入予算の内訳

歳入合計 7,463,000

予算額 比率 自主・依存の別
単位：千円

町税
繰入金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
諸収入
町債
地方消費税交付金
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
地方交付税
　　　　　　 普通交付税
　　　　　　 特別交付税
国庫支出金
県支出金

35,251
195,119
31,072
80,003
80,000
193,588

58,611
1,600
4,000
6,000
21,000
4,000
14,315
1,200

1,775,000
80,000

1,641,239
735,487

615,033

282,000
347,000

110,726

1,855,000

1,176,516
699,999
7,463,000

22.0%
9.9%

8.2%

3.8%
4.6%

1.5%

24.9%

15.8%
9.4%
100.0%

自主財源 　
2,991,759
40.1%

依存財源 　
4,471,241
59.9%

（一般会計）

町債現在高の推移

計

令和3年度
決算

令和4年度
決算

令和5年度
決算

令和6年度
当初予算

令和7年度
当初予算

単位：千円

地方債現在高
（臨時財政対策債を除く）
臨時財政対策債現在高

2,067,192

2,188,508
4,255,700

2,550,828

2,021,894
4,572,722

3,785,929

1,815,614
5,601,543

6,060,350

1,611,474
7,671,824

5,989,985

1,412,660
7,402,645

歳入予算の内訳

町税
（町民税、固定資産税

などの税金） 
22.0%

繰入金（基金
からの繰入） 

9.9%

使用料及び手数料
8.2%

町債（借入金）3.8%

地方消費税交付金 4.6%

国庫支出金
（国からの補助金） 

15.8%

県支出金（県からの補助金）
9.4%

地方交付税 24.9%

法人事業税交付金など 1.5%

佐々町議会だより　第154号（令和７年５月１日） ４

継続事業などの骨格予算で、主な予算は
次の通りです。
□汚水処理の実施 6億 520万円
・老朽施設・設備の更新
□浄水場送水ポンプ室築造 2億9,730万円
□安心安全な給水の確保 1億5,770万円
・浄水場内施設整備工事
・配水施設設備工事
・配水管新設・更新工事

町長選を控え、令和７年度予算は、経常的経
費や継続事業などの骨格予算で、主な予算は
次の通りです。
□庁舎建設事業 2億5,030万円
□電子計算システム整備事業 2億3,900万円
□常備・非常備消防整備事業 2億1,960万円
□教育振興事業 1億6,530万円
・小中学校の児童生徒用タブレットの端末の更新
□道路新設改良事業 1億4,250万円
・歩道整備、橋梁長寿命化、道路改良ほか
□保護者経済負担軽減事業 8,000万円
・中学校の給食費の完全無償化
・小学校の給食費は、第1子20％、第2子40％、
　第3子以降100％の補助など

普通会計

合計

全会計予算規模
当初予算

単位：千円

一般会計
特別会計

水道事業会計

公共下水道事業会計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
国民健康保険診療所特別会計

収益的収支
資本的収支

収益的収支
資本的収支

7,463,000
3,061,431
1,399,466
1,427,976

221,985
12,004
975,324
384,632
590,692
1,703,912

964,094
739,818

13,203,667

歳出予算の内訳
その他（貸付金、予備費）0.8%

人件費（職員・再任用職員・
議員・会計年度任用職員の

給与や共済費など）
17.1%

扶助費
（被扶助者に支給
される福祉の経費）

25.3%

公債費（借入金の返済）7.4%

物件費（消費的な支出・
賃金・旅費・交際費など）

18.6%

補助費等（他の団体への
負担金や民間への補助金）

13.1%

繰出金（他の特別会計への繰出し）
7.6%

投資的経費（社会資本の整備に
要する経費）8.6%

維持補修費 0.5%

積立金 1.0%

歳出区分

歳出合計

歳出予算の内訳
予算額 比率

単位：千円

・人件費
・扶助費
・公債費
　　小計（義務的経費）
・物件費
・補助費等
・維持補修費
・積立金
・繰出金
・投資的経費

・その他（貸付金、予備費）

うち普通建設事業費
うち災害復旧事業費

1,277,092
1,891,056

553,449
3,721,597
1,388,624

979,647
38,780
71,820

563,994
638,508
626,759
11,749
60,030

7,463,000

17.1%
25.3%
7.4%

49.9%
18.6%
13.1%
0.5%
1.0%
7.6%
8.6%
8.4%
0.2%
0.8%

100.0%

令和７年度　一般会計予算

佐々町議会だより　第154号（令和７年５月１日）５
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・老朽施設・設備の更新
□浄水場送水ポンプ室築造 2億9,730万円
□安心安全な給水の確保 1億5,770万円
・浄水場内施設整備工事
・配水施設設備工事
・配水管新設・更新工事

町長選を控え、令和７年度予算は、経常的経
費や継続事業などの骨格予算で、主な予算は
次の通りです。
□庁舎建設事業 2億5,030万円
□電子計算システム整備事業 2億3,900万円
□常備・非常備消防整備事業 2億1,960万円
□教育振興事業 1億6,530万円
・小中学校の児童生徒用タブレットの端末の更新
□道路新設改良事業 1億4,250万円
・歩道整備、橋梁長寿命化、道路改良ほか
□保護者経済負担軽減事業 8,000万円
・中学校の給食費の完全無償化
・小学校の給食費は、第1子20％、第2子40％、
　第3子以降100％の補助など

普通会計

合計

全会計予算規模
当初予算

単位：千円

一般会計
特別会計

水道事業会計

公共下水道事業会計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
国民健康保険診療所特別会計

収益的収支
資本的収支

収益的収支
資本的収支

7,463,000
3,061,431
1,399,466
1,427,976

221,985
12,004
975,324
384,632
590,692
1,703,912

964,094
739,818

13,203,667

歳出予算の内訳
その他（貸付金、予備費）0.8%

人件費（職員・再任用職員・
議員・会計年度任用職員の

給与や共済費など）
17.1%

扶助費
（被扶助者に支給
される福祉の経費）

25.3%

公債費（借入金の返済）7.4%

物件費（消費的な支出・
賃金・旅費・交際費など）

18.6%

補助費等（他の団体への
負担金や民間への補助金）

13.1%

繰出金（他の特別会計への繰出し）
7.6%

投資的経費（社会資本の整備に
要する経費）8.6%

維持補修費 0.5%

積立金 1.0%

歳出区分

歳出合計

歳出予算の内訳
予算額 比率

単位：千円

・人件費
・扶助費
・公債費
　　小計（義務的経費）
・物件費
・補助費等
・維持補修費
・積立金
・繰出金
・投資的経費

・その他（貸付金、予備費）

うち普通建設事業費
うち災害復旧事業費

1,277,092
1,891,056

553,449
3,721,597
1,388,624

979,647
38,780
71,820

563,994
638,508
626,759
11,749
60,030

7,463,000

17.1%
25.3%
7.4%

49.9%
18.6%
13.1%
0.5%
1.0%
7.6%
8.6%
8.4%
0.2%
0.8%

100.0%

令和７年度　一般会計予算
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１
月
22
日（
火
）

【
令
和
６
年
度
佐
々
町
一
般

会
計
補
正
予
算
】

【
主
な
も
の
】

〇
生
活
応
援
商
品
券
事
業

　
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
い
る
住
民

を
支
援
す
る
た
め
１
人
あ
た

り
３
千
円
の
生
活
応
援
券
を

配
布
す
る
も
の
。

　
利
用
期
間
は
、
令
和
７
年

５
月
上
旬
か
ら
８
月
末
の
予

定
。

〇
肉
用
牛
経
営
緊
急
支
援
事

業
　
子
牛
価
格
の
急
激
な
下
落

に
よ
り
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て

い
る
町
内
の
畜
産
農
家
に
対

し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
全
国
平
均

価
格
と
平
戸
口
中
央
家
畜
市

場
の
平
均
価
格
の
差
額
の
一

部
、３
分
の
１
を
支
援
す
る
。

〇
貨
物
運
送
事
業
者
燃
油
価

格
高
騰
対
策
支
援
事
業

　
燃
油
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
貨
物
運
送
事
業

者
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
普
通
貨
物
自
動
車
１
台

あ
た
り
４
万
円
、
小
型
貨
物

自
動
車
１
台
当
た
り
２
万
円

を
支
援
を
行
う
も
の
。

〇
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事

業
　
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
令
和
７
年
１
月

分
か
ら
３
月
分
ま
で
の
小
学

校
給
食
費
を
無
償
化
す
る
も

の
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
物
価
高
騰
支
援
と
い
う

と
だ
が
、
国
か
ら
の
推
奨

事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
は
な
い

が
「
子
ど
も
食
堂
」
へ
の

支
援
は
な
い
の
か
。

Ａ
．
４
回
会
議
を
行
い
「
子

ど
も
食
堂
」
も
考
え
ま
し

た
が
、
低
所
得
世
帯
へ
の

３
万
円
、
子
ど
も
子
育
て

世
帯
へ
の
２
万
円
給
付
で

や
っ
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
、
生
活
応

援
券
に
変
え
ま
し
た
。

第
一
回
臨
時
会

【
全
員
協
議
会
】

〇
計
３
回
「
新
庁
舎
建
設
工

事
」
に
つ
い
て
全
員
協
議

会
を
開
い
た
。

〇
新
庁
舎
建
設
遅
延
に
つ
い

て
原
因
究
明
の
議
論
を

行
っ
た
。

２
月
４
日（
火
）（
第
１
回
）

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
遅
延
の
原
因
は
。

Ａ
．
施
工
図
の
承
認
の
遅
れ

が
あ
り
、
そ
こ
が
一
番
大

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
議
会
と
し
て
は
原
因
究

明
の
附
帯
決
議
を
し
て
い

る
。
明
確
な
執
行
部
か
ら

の
説
明
は
。

Ａ
．
協
議
を
行
っ
て
お
示
し

し
た
い
。

２
月
13
日（
木
）（
第
２
回
）

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
追
加
費
用
を
支
払
い
し

た
の
ち
に
、
負
担
額
を
他

に
求
め
る
と
い
う
こ
と
は

可
能
な
の
か
。

Ａ
．
弁
護
士
と
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

２
月
21
日（
金
）（
第
３
回
）

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
今
回
の
随
意
契
約
の
根

拠
は
自
治
法
の
ど
れ
に
該

当
す
る
の
か
。

Ａ
．
地
方
自
治
法
施
行
令
の

第
１
６
７
条
の
２
第
６
号

「
競
争
入
札
に
付
す
る
こ
と

が
不
利
と
認
め
ら
れ
る
と

き
」

「
同
一
請
負
人
に
施
工
す
る

こ
と
が
有
利
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
」

を
適
用
さ
せ
て
随
意
契
約
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
行
政
運
営
に
当

た
っ
て
、
契
約
書
や
覚
書
等

の
法
的
証
拠
と
い
う
も
の
を

常
に
持
っ
て
お
く
べ
き
だ
。

新
庁
舎
建
設
工
事

に
つ
い
て

昨
年
の
８
月
上
旬
の
３
者
協

議
の
際
も
口
約
束
で
終
わ
っ

て
お
り
、
そ
の
際
に
法
的
な

証
拠
を
取
っ
て
お
け
ば
、
過

失
の
割
合
が
変
わ
っ
て
く
る

と
思
う
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
堅

持
す
る
こ
と
が
執
行
の
責
務

で
は
な
い
か
。

２
月
25
日（
火
）

〇
工
事
請
負
変
更
契
約
締
結

の
件

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
施
工
監
理
契
約
に
よ
り

生
じ
た
変
更
額
２
千
万
円

に
つ
い
て
、
適
切
に
決
裁

を
受
け
る
べ
き
だ
っ
た

が
、
今
回
の
事
務
処
理
は

総
務
理
事
ま
で
の
供
覧
と

な
っ
て
お
り
、
町
長
、
副

町
長
は
把
握
で
き
て
い
な

い
状
況
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
結
果
、
工
事
遅
延
の

原
因
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
財
務

規
則
に
反
す
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
．
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

工
事
の
進
捗
な
ど
、
慎
重

な
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
。

財
務
規
則
に
違
反
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
明
確
に
申

し
上
げ
れ
な
い
。

Ｑ
．
工
事
が
５
ヶ
月
も
遅
れ

た
理
由
は
。

Ａ
．
８
月
７
日
に
工
事
が
遅

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、 

３
者
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
今
の
工
事
の
遅
れ
を

早
く
取
り
戻
す
よ
う
お
願

い
を
し
ま
し
た
が
、
う
ま

く
連
携
が
と
れ
ず
、
そ
れ

が
一
番
の
原
因
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
原

因
調
査
を
し
て
、
分
か
る

範
囲
で
議
会
に
は
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
３
者
そ
れ
ぞ
れ
言
い
分

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
遅

れ
が
出
た
と
い
う
こ
と

で
、
住
民
の
皆
様
方
や
議

会
に
も
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

第
二
回
臨
時
会

意
見
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（佐々町新庁舎建設工事）

【川副議員】
　まず、新庁舎建設の遅延の原因につきま
しては、複合的に絡み合っておりますが、
少なからず町執行部に責任はあり、この点
におきましては猛省を促すものであります。
　しかし、計３回に及ぶ全員協議会の議論
の中で、原因究明の付帯決議を付した議会
への執行部の説明は、十分ではないが、理
解できる部分もあったと判断致します。
　そもそも新庁舎建設の目的は、老朽化し
ている旧庁舎では、災害での対応ができな
い懸念があり、建設に着手したものであり
ます。
　2016年の熊本地震では、庁舎が崩壊寸前
となり、災害直後に対応に当たるべき行政
が機能不全に陥っております。このことか
らも、必ず来る激甚化している災害から、
住民の命、財産を守るためにも、一日も早
く防災拠点としての新庁舎を建設すべきと
判断し、賛成と致します。

【須藤議員】
　現庁舎の耐震化の問題があると議論され
まして、県においても早急に対策をとるよ
うに指導があっていると認識しておりま
す。
　令和２年度から住民代表の意見を拝聴し
ながら、基本設計、実施設計等進められた、
現在工事中の案件であります。
　昨今の自然災害、物価の高騰による原材
料の高騰、また請負業者、下請業者の方々
の人手不足、様々な課題が相まって工事が
遅延したのではないかと思っております。
加えて、発注者、請負業者、施工監理業者
の３者間の町政が十分に機能しなかったこ
とも遅延の一因ではないかと判断いたして
おります。
　予算上の裏付けは確保されておりますの
で、その範囲内での調整であることも考え
れば、やはり住民の方々もきっと待ちわび
ておられることだろうと思っております。
　住民の安定のためにも、議員各位の賛成
についての御賛同をお願い致します。

賛 成 討 論賛 成 討 論
【永田議員】

　極めて不十分な施工監理が行われ、それ
による大幅な工期の遅れがあり、またその
責任は十分に明らかにならないまま、この
予算を承認することはできないと考え反対
致します。

【阿部議員】

　施工にあたって、施工業者の方々は町長
が話された３者協議の際の報告によると、
施工承認がスムーズにおりていれば、工期
には間に合いましたというような報告を受
けております。
　そういった状況の中、一番施工業者の
方々が弱い立場であり、受注して完成しな
ければいけないと、その労苦に対しまして
は敬意を表したいと思っております。
　入札不調からの経緯、執行の体制、入札
公告をした設計書を元に戻す、これが
2,000万円もかかると、これを特命随意契
約の業者に監理をお願いする際の条件と
し、随意契約をしている。業者間の食い違
い、そこについての遅延の判断というのも
町長としてどう考えるか、発注者としてど
う考えるのかということさえ、明確に答弁
いただけていない。
　明確になされないまま、全て公金で、住
民の税金で負担するということに対しまし
ては疑念を生じざるを得ません。これを可
決することは禍根を残すことにつながると
思いますので、苦渋の選択ではございます
が、反対討論とさせていただきます。

反 対 討 論反 対 討 論

工事請負変更契約締結の件
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事
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て
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た
。
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て
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因
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た
。

２
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４
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火
）（
第
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回
）

【
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疑
】

Ｑ
．
遅
延
の
原
因
は
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Ａ
．
施
工
図
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承
認
の
遅
れ

が
あ
り
、
そ
こ
が
一
番
大

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
議
会
と
し
て
は
原
因
究

明
の
附
帯
決
議
を
し
て
い

る
。
明
確
な
執
行
部
か
ら

の
説
明
は
。

Ａ
．
協
議
を
行
っ
て
お
示
し

し
た
い
。

２
月
13
日（
木
）（
第
２
回
）

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
追
加
費
用
を
支
払
い
し

た
の
ち
に
、
負
担
額
を
他

に
求
め
る
と
い
う
こ
と
は

可
能
な
の
か
。

Ａ
．
弁
護
士
と
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

２
月
21
日（
金
）（
第
３
回
）

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
今
回
の
随
意
契
約
の
根

拠
は
自
治
法
の
ど
れ
に
該

当
す
る
の
か
。

Ａ
．
地
方
自
治
法
施
行
令
の

第
１
６
７
条
の
２
第
６
号

「
競
争
入
札
に
付
す
る
こ
と

が
不
利
と
認
め
ら
れ
る
と

き
」

「
同
一
請
負
人
に
施
工
す
る

こ
と
が
有
利
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
」

を
適
用
さ
せ
て
随
意
契
約
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
行
政
運
営
に
当

た
っ
て
、
契
約
書
や
覚
書
等

の
法
的
証
拠
と
い
う
も
の
を

常
に
持
っ
て
お
く
べ
き
だ
。

新
庁
舎
建
設
工
事

に
つ
い
て

昨
年
の
８
月
上
旬
の
３
者
協

議
の
際
も
口
約
束
で
終
わ
っ

て
お
り
、
そ
の
際
に
法
的
な

証
拠
を
取
っ
て
お
け
ば
、
過

失
の
割
合
が
変
わ
っ
て
く
る

と
思
う
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
堅

持
す
る
こ
と
が
執
行
の
責
務

で
は
な
い
か
。

２
月
25
日（
火
）

〇
工
事
請
負
変
更
契
約
締
結

の
件

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
施
工
監
理
契
約
に
よ
り

生
じ
た
変
更
額
２
千
万
円

に
つ
い
て
、
適
切
に
決
裁

を
受
け
る
べ
き
だ
っ
た

が
、
今
回
の
事
務
処
理
は

総
務
理
事
ま
で
の
供
覧
と

な
っ
て
お
り
、
町
長
、
副

町
長
は
把
握
で
き
て
い
な

い
状
況
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
結
果
、
工
事
遅
延
の

原
因
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
財
務

規
則
に
反
す
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
．
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

工
事
の
進
捗
な
ど
、
慎
重

な
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
。

財
務
規
則
に
違
反
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
明
確
に
申

し
上
げ
れ
な
い
。

Ｑ
．
工
事
が
５
ヶ
月
も
遅
れ

た
理
由
は
。

Ａ
．
８
月
７
日
に
工
事
が
遅

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、 

３
者
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
今
の
工
事
の
遅
れ
を

早
く
取
り
戻
す
よ
う
お
願

い
を
し
ま
し
た
が
、
う
ま

く
連
携
が
と
れ
ず
、
そ
れ

が
一
番
の
原
因
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
原

因
調
査
を
し
て
、
分
か
る

範
囲
で
議
会
に
は
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
３
者
そ
れ
ぞ
れ
言
い
分

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
遅

れ
が
出
た
と
い
う
こ
と

で
、
住
民
の
皆
様
方
や
議

会
に
も
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

第
二
回
臨
時
会

意
見

佐々町議会だより　第154号（令和７年５月１日） ６

（佐々町新庁舎建設工事）

【川副議員】
　まず、新庁舎建設の遅延の原因につきま
しては、複合的に絡み合っておりますが、
少なからず町執行部に責任はあり、この点
におきましては猛省を促すものであります。
　しかし、計３回に及ぶ全員協議会の議論
の中で、原因究明の付帯決議を付した議会
への執行部の説明は、十分ではないが、理
解できる部分もあったと判断致します。
　そもそも新庁舎建設の目的は、老朽化し
ている旧庁舎では、災害での対応ができな
い懸念があり、建設に着手したものであり
ます。
　2016年の熊本地震では、庁舎が崩壊寸前
となり、災害直後に対応に当たるべき行政
が機能不全に陥っております。このことか
らも、必ず来る激甚化している災害から、
住民の命、財産を守るためにも、一日も早
く防災拠点としての新庁舎を建設すべきと
判断し、賛成と致します。

【須藤議員】
　現庁舎の耐震化の問題があると議論され
まして、県においても早急に対策をとるよ
うに指導があっていると認識しておりま
す。
　令和２年度から住民代表の意見を拝聴し
ながら、基本設計、実施設計等進められた、
現在工事中の案件であります。
　昨今の自然災害、物価の高騰による原材
料の高騰、また請負業者、下請業者の方々
の人手不足、様々な課題が相まって工事が
遅延したのではないかと思っております。
加えて、発注者、請負業者、施工監理業者
の３者間の町政が十分に機能しなかったこ
とも遅延の一因ではないかと判断いたして
おります。
　予算上の裏付けは確保されておりますの
で、その範囲内での調整であることも考え
れば、やはり住民の方々もきっと待ちわび
ておられることだろうと思っております。
　住民の安定のためにも、議員各位の賛成
についての御賛同をお願い致します。

賛 成 討 論賛 成 討 論
【永田議員】

　極めて不十分な施工監理が行われ、それ
による大幅な工期の遅れがあり、またその
責任は十分に明らかにならないまま、この
予算を承認することはできないと考え反対
致します。

【阿部議員】

　施工にあたって、施工業者の方々は町長
が話された３者協議の際の報告によると、
施工承認がスムーズにおりていれば、工期
には間に合いましたというような報告を受
けております。
　そういった状況の中、一番施工業者の
方々が弱い立場であり、受注して完成しな
ければいけないと、その労苦に対しまして
は敬意を表したいと思っております。
　入札不調からの経緯、執行の体制、入札
公告をした設計書を元に戻す、これが
2,000万円もかかると、これを特命随意契
約の業者に監理をお願いする際の条件と
し、随意契約をしている。業者間の食い違
い、そこについての遅延の判断というのも
町長としてどう考えるか、発注者としてど
う考えるのかということさえ、明確に答弁
いただけていない。
　明確になされないまま、全て公金で、住
民の税金で負担するということに対しまし
ては疑念を生じざるを得ません。これを可
決することは禍根を残すことにつながると
思いますので、苦渋の選択ではございます
が、反対討論とさせていただきます。

反 対 討 論反 対 討 論

工事請負変更契約締結の件
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２
月
７
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
条
例
等
に
つ
い
て

①
佐
々
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ

い
て

○
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
国

家
公
務
員
の
法
律
が
改
正
さ

れ
る
事
に
伴
っ
て
、「
旅
費

に
関
す
る
条
例
」
の
全
部
改

正
を
準
備
し
て
い
る
。

②
刑
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
刑
法
改
正
に
よ
り
、「
懲
役

及
び
禁
固
刑
」
の
文
言
が
廃

止
さ
れ
「
拘
禁
刑
」
が
創
設

さ
れ
た
た
め
、
関
係
条
例
５

本
、
規
則
５
本
を
改
正
す
る

も
の
。

③
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
人
事
院
勧
告
及
び

育
児
介
護
休
業
法
等
の
改
正

に
伴
う
関
係
条
例
等
の
改

６
年
法
律
第
46
号
）
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
関
係
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

⑤
佐
々
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　

⑥
佐
々
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

⑦
佐
々
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

⑧
佐
々
町
母
子
家
庭
等
児
童
の

身
元
保
証
に
関
す
る
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

【
そ
の
他
報
告
】 

⑴
　
町
有
地
利
活
用
の
取
組
状

況
に
つ
い
て

⑵
　
国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害

者
芸
術
・
文
化
祭
に
つ
い
て

⑶
　
佐
々
町
こ
ど
も
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

⑷
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

⑸
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務

委
託
に
つ
い
て

⑹
　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

正
。

・
俸
給
の
最
低
水
準
の
引
上

げ
。

・
扶
養
手
当
は
段
階
的
に
配
偶

者
の
手
当
を
廃
止
し
、
子
に

係
る
手
当
を
増
額
す
る
。

・
通
勤
手
当
は
、
現
行
の
支
給

限
度
額
５
万
５
，
０
０
０
円

を
15
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

・
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

は
、
平
日
深
夜
に
係
る
支
給

対
象
時
間
帯
を
、
現
在
の
午

前
零
時
か
ら
午
前
５
時
の
範

囲
を
、
午
後
10
時
か
ら
午
前

５
時
に
拡
大
す
る
。

・
再
任
用
職
員
の
手
当
の
拡

大
。
本
町
で
は
、
住
居
手
当

が
拡
大
対
象
。 

④
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係

者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効

率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

委

員

会

報

告

総

務

厚

生

委

員

会

１
月
24
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
事

案
に
つ
い
て

①
町
内
に
お
け
る
佐
世
保
市
送

水
管
布
設
に
つ
い
て

　
佐
世
保
市
の
水
道
サ
ー
ビ

ス
の
地
域
格
差
解
消
の
た
め

に
、
佐
世
保
市
山
の
田
浄
水

場
か
ら
小
佐
々
町
田
原
浄
水

場
ま
で
の
送
水
管
を
整
備
す

る
に
当
た
り
、
佐
世
保
市
か

ら
協
議
書
の
提
出
が
あ
っ

た
。

【
そ
の
他
報
告
】

⑴
　
西
九
州
自
動
車
道
４
車
線

化
に
伴
う
イ
ン
タ
ー
間
で
の

車
線
切
替
え
及
び
新
た
な
通

行
料
金
に
つ
い
て

　
佐
々
イ
ン
タ
ー
、
佐
世
保

中
央
イ
ン
タ
ー
間
の
４
車
線

工
事
に
伴
い
、
佐
々
イ
ン

タ
ー
か
ら
佐
世
保
大
塔
イ
ン

タ
ー
の
区
間
の
通
行
料
金
が

新
た
な
料
金
と
な
る
こ
と
の

⑸
　
佐
々
町
下
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
・
経
営
戦
略
の
策
定

に
つ
い
て

⑹
　
佐
世
保
市
・
佐
々
町
地
域

公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

⑺
　
佐
々
駅
舎
テ
ナ
ン
ト
室
に

つ
い
て

⑻
　
国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害

者
・
芸
術
文
化
祭
に
つ
い
て

　
佐
々
町
地
域
文
化
発
信
事

業
内
容

１
　
雅
楽
の
祭
典

２
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市
の

瀬
窯
跡
と
加
藤
民
吉
〜

佐
々
か
ら
瀬
戸
へ
〜
」

３
　
絵
本
作
家
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
講
演
会

⑼
　
小
中
学
校
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
更
新

に
つ
い
て

⑽
　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
費
補
助
金
の
返
還
免
除
に

つ
い
て

⑾
　
皿
山
直
売
所
に
つ
い
て

　
オ
ー
プ
ン
予
定
が
２
月
下

旬
に
な
る
見
込
み
と
の
報
告

⑿
　
農
地
災
害
等
の
不
落
に
つ

い
て

⒀
　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告

⑵
　
入
札
制
度
に
つ
い
て

　
最
低
制
限
価
格
の
引
上
げ

と
し
て
、
土
木
建
設
90
％
と

解
体
工
事
80
％
を
一
律
92
％

と
し
、
委
託
75
％
か
ら
80
％

と
す
る
。
改
正
労
働
基
準
法

対
応
に
伴
う
週
休
２
日
制
工

事
発
注
の
実
施
後
の
状
況
、

及
び
入
札
会
場
で
の
ラ
ン
ダ

ム
の
係
数
導
入
等
の
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
報
告

※

委
員
か
ら
、
契
約
関
係
の

専
門
部
署
の
体
制
が
す
ぐ

に
整
わ
な
い
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
ラ
ン
ダ
ム
係
数

の
導
入
に
つ
い
て
は
す
ぐ

に
で
も
対
応
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
の
意
見
あ

り
。

⑶
　
佐
々
町
上
下
水
道
耐
震
化

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

⑷
　
佐
々
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
・
経
営
戦
略
の
策
定
に
つ

い
て

画
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

⑺
　
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
区
域
施
策
編
）
に
つ
い

て
⑻
　
そ
の
他 

①
庁
舎
建
設
関
係

産
業
建
設
文
教
委
員
会
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２
月
７
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
条
例
等
に
つ
い
て

①
佐
々
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ

い
て

○
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
国

家
公
務
員
の
法
律
が
改
正
さ

れ
る
事
に
伴
っ
て
、「
旅
費

に
関
す
る
条
例
」
の
全
部
改

正
を
準
備
し
て
い
る
。

②
刑
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
刑
法
改
正
に
よ
り
、「
懲
役

及
び
禁
固
刑
」
の
文
言
が
廃

止
さ
れ
「
拘
禁
刑
」
が
創
設

さ
れ
た
た
め
、
関
係
条
例
５

本
、
規
則
５
本
を
改
正
す
る

も
の
。

③
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
人
事
院
勧
告
及
び

育
児
介
護
休
業
法
等
の
改
正

に
伴
う
関
係
条
例
等
の
改

６
年
法
律
第
46
号
）
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
関
係
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

⑤
佐
々
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　

⑥
佐
々
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

⑦
佐
々
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

⑧
佐
々
町
母
子
家
庭
等
児
童
の

身
元
保
証
に
関
す
る
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

【
そ
の
他
報
告
】 

⑴
　
町
有
地
利
活
用
の
取
組
状

況
に
つ
い
て

⑵
　
国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害

者
芸
術
・
文
化
祭
に
つ
い
て

⑶
　
佐
々
町
こ
ど
も
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

⑷
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

⑸
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務

委
託
に
つ
い
て

⑹
　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

正
。

・
俸
給
の
最
低
水
準
の
引
上

げ
。

・
扶
養
手
当
は
段
階
的
に
配
偶

者
の
手
当
を
廃
止
し
、
子
に

係
る
手
当
を
増
額
す
る
。

・
通
勤
手
当
は
、
現
行
の
支
給

限
度
額
５
万
５
，
０
０
０
円

を
15
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

・
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

は
、
平
日
深
夜
に
係
る
支
給

対
象
時
間
帯
を
、
現
在
の
午

前
零
時
か
ら
午
前
５
時
の
範

囲
を
、
午
後
10
時
か
ら
午
前

５
時
に
拡
大
す
る
。

・
再
任
用
職
員
の
手
当
の
拡

大
。
本
町
で
は
、
住
居
手
当

が
拡
大
対
象
。 

④
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係

者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効

率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

委

員

会

報

告

総

務

厚

生

委

員

会

１
月
24
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
事

案
に
つ
い
て

①
町
内
に
お
け
る
佐
世
保
市
送

水
管
布
設
に
つ
い
て

　
佐
世
保
市
の
水
道
サ
ー
ビ

ス
の
地
域
格
差
解
消
の
た
め

に
、
佐
世
保
市
山
の
田
浄
水

場
か
ら
小
佐
々
町
田
原
浄
水

場
ま
で
の
送
水
管
を
整
備
す

る
に
当
た
り
、
佐
世
保
市
か

ら
協
議
書
の
提
出
が
あ
っ

た
。

【
そ
の
他
報
告
】

⑴
　
西
九
州
自
動
車
道
４
車
線

化
に
伴
う
イ
ン
タ
ー
間
で
の

車
線
切
替
え
及
び
新
た
な
通

行
料
金
に
つ
い
て

　
佐
々
イ
ン
タ
ー
、
佐
世
保

中
央
イ
ン
タ
ー
間
の
４
車
線

工
事
に
伴
い
、
佐
々
イ
ン

タ
ー
か
ら
佐
世
保
大
塔
イ
ン

タ
ー
の
区
間
の
通
行
料
金
が

新
た
な
料
金
と
な
る
こ
と
の

⑸
　
佐
々
町
下
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
・
経
営
戦
略
の
策
定

に
つ
い
て

⑹
　
佐
世
保
市
・
佐
々
町
地
域

公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

⑺
　
佐
々
駅
舎
テ
ナ
ン
ト
室
に

つ
い
て

⑻
　
国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害

者
・
芸
術
文
化
祭
に
つ
い
て

　
佐
々
町
地
域
文
化
発
信
事

業
内
容

１
　
雅
楽
の
祭
典

２
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市
の

瀬
窯
跡
と
加
藤
民
吉
〜

佐
々
か
ら
瀬
戸
へ
〜
」

３
　
絵
本
作
家
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
講
演
会

⑼
　
小
中
学
校
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
更
新

に
つ
い
て

⑽
　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
費
補
助
金
の
返
還
免
除
に

つ
い
て

⑾
　
皿
山
直
売
所
に
つ
い
て

　
オ
ー
プ
ン
予
定
が
２
月
下

旬
に
な
る
見
込
み
と
の
報
告

⑿
　
農
地
災
害
等
の
不
落
に
つ

い
て

⒀
　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告

⑵
　
入
札
制
度
に
つ
い
て

　
最
低
制
限
価
格
の
引
上
げ

と
し
て
、
土
木
建
設
90
％
と

解
体
工
事
80
％
を
一
律
92
％

と
し
、
委
託
75
％
か
ら
80
％

と
す
る
。
改
正
労
働
基
準
法

対
応
に
伴
う
週
休
２
日
制
工

事
発
注
の
実
施
後
の
状
況
、

及
び
入
札
会
場
で
の
ラ
ン
ダ

ム
の
係
数
導
入
等
の
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
報
告

※

委
員
か
ら
、
契
約
関
係
の

専
門
部
署
の
体
制
が
す
ぐ

に
整
わ
な
い
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
ラ
ン
ダ
ム
係
数

の
導
入
に
つ
い
て
は
す
ぐ

に
で
も
対
応
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
の
意
見
あ

り
。

⑶
　
佐
々
町
上
下
水
道
耐
震
化

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

⑷
　
佐
々
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
・
経
営
戦
略
の
策
定
に
つ

い
て

画
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

⑺
　
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
区
域
施
策
編
）
に
つ
い

て
⑻
　
そ
の
他 

①
庁
舎
建
設
関
係

産
業
建
設
文
教
委
員
会
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令和７年１月・２月・３月臨時会及び３月定例会　賛否表
○ は賛成　　× は反対　　― は棄権

議案番号１～７ ……１月臨時会　　議案番号８…２月臨時会
議案番号９～発議1…３月定例会　　議案番号35…３月臨時会佐々町議会だより　第154号（令和７年５月１日）９

議
案
番
号

議案件名
平
田
康
範

川
副
　
剛

横
田
博
茂

永
田
勝
美

長
谷
川
忠

阿
部
　
豊

永
安
文
男

橋
本
義
雄

須
藤
敏
規

淡
田
邦
夫

評
決
数

結
　
果

1 職員の給与に関する条例等の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

淡
田
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

9対0 原案可決
2 令和６年度 佐々町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
3 令和６年度 佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
4 令和６年度 佐々町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
5 令和６年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
6 令和６年度 佐々町水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
7 令和６年度 佐々町公共下水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
8 工事請負変更契約締結の件（令和４年度 佐々町新庁舎建設工事） ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 7対2 原案可決
9 佐々町職員等の旅費に関する条例の全部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

10 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例等の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

11 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

12 職員の給与に関する条例等の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

13
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利
便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るた
めのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

14 佐々町母子家庭等児童の身元保証に関する条例廃止の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

15 佐々町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

16 佐々町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

17 佐々町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

18 佐々町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

19 佐々町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に係る基準に関する条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

20 令和６年度 佐々町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
21 令和６年度 佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
22 令和６年度 佐々町介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
23 令和６年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
24 令和６年度 佐々町水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
25 令和６年度 佐々町公共下水道事業会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
26 令和７年度 佐々町一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 7対2 原案可決
27 令和７年度 佐々町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 8対1 原案可決
28 令和７年度 佐々町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
29 令和７年度 佐々町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
30 令和７年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
31 令和７年度 佐々町水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
32 令和７年度 佐々町公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
33 佐々町教育委員会教育長の任命について同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 8対0 同意
34 町長及び副町長の給与に関する条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決

発議1 佐々町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決
35 町長及び副町長の給与に関する条例の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9対0 原案可決



町政の方針を問う 活かそう
町民の声

◎一般質問の記事について 質問した議員が執筆したものです。

◎一　般　質　問　方　法 【一括質問・一括答弁】　議員が質問項目すべてを一括して質問。その後、町側がその

質問項目について、一括して答弁を行います。

 【一 問 一 答 方 式】　文字どおり一つの質問項目ごとに、町側から答弁を行います。

6人が
登壇

MRと桜（清峰高校前駅）

須 藤 敏 規 議員（一問一答）……………… 11

諸課題に積極的に取り組んできたのか
⑴　公営住宅建替え計画について
⑵　小浦南部地区工場団地用地について

永 田 勝 美 議員（一問一答）……………… 12

子育て支援について
⑴　学校給食無償化について
⑵　小中学校体育館への空調設備設置について
⑶　保育児童の負担軽減の取り組みについて
くらし・福祉の充実に向けて
⑴　町民の移動支援改善に向けた取り組みについて
⑵　国保の改善に向けて
⑶　「きこえ」の支援、補聴器購入助成について

川 副 　 剛 議員（一問一答）……………… 13

防犯に強い町づくりについて
⑴　事業者の訪問登録制度について
⑵　訪問販売お断りステッカーの配布について
⑶　防犯カメラの設置について
古庄町政、４期16年について

永 安 文 男 議員（一問一答）……………… 14

まちづくりの現状について
⑴　第７次佐々町総合計画に揚げる基本方針の執行

確認について
⑵　快適な生活に必要な環境を整えることができて

いるのか
⑶　町民の意見を反映する町政が行われているのか
町長として現在の心境を
⑴　町政を担当した４期16年の総括はいかに
⑵　５期目担当の意向を伺います

長谷川 忠 議員（一問一答）……………… 15

⑴　町立図書館について　
⑵　佐々川河川敷について
⑶　松浦鉄道の新規事業について
⑷　防犯灯について
⑸　町民プールについて
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諸課題に積極的に取り組んできたのか

■ 

質

　問

　
公
営
住
宅
の
建
替
は
、
一
九
二

戸
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

町

　長

　
公
営
住
宅
の
建
替
は
、
令
和
９

年
度
か
ら
12
年
度
の
計
画
で
あ
る

が
、
財
源
の
調
整
を
す
る
た
め
に

検
討
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

規
模
、
場
所
、
具
体
的
内
容
な
ど

決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

■ 

質

　問

　
建
替
計
画
の
中
で
高
額
所
得
者

は
何
人
お
ら
れ
る
の
か
。
立
ち
退

き
と
言
う
問
題
が
で
て
く
る
の
で
、

手
続
き
を
早
め
に
し
て
事
業
の
準

備
に
備
え
て
や
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

■ 

建
設
課
長

　
政
策
空
家
の
状
況
は
、
令
和
７

年
２
月
末
現
在
で
、
図
池
団
地
14

戸
、
里
山
団
地
22
戸
、
里
山
第
２

団
地
は
７
戸
、
牧
崎
団
地
の
平
屋

で
17
戸
、
合
計
で
60
戸
が
空
家
の

状
況
で
す
。

　
収
入
超
過
者
は
、
牧
崎
団
地
で

８
戸
、
里
山
団
地
で
４
戸
、
里
山

第
２
団
地
で
２
戸
、
図
池
団
地
で

１
戸
あ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

　
収
入
超
過
者
に
は
、
自
主
的
に

住
宅
を
明
け
渡
す
よ
う
に
努
力
し

て
頂
く
と
し
て
、
収
入
超
過
者
認

定
書
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
人
口
世
帯
数
の
動
向
、

ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
公
営
住
宅
の
需
要
性
の
見

直
し
等
を
十
分
に
し
て
、
計
画
期

間
内
に
取
り
掛
か
る
よ
う
努
力
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
計
画
の
実
効
性
に
つ
い
て
、
内

部
で
早
く
決
め
て
議
会
に
諮
っ
て
、

方
向
性
を
示
し
て
頂
か
な
い
と
、

相
当
な
金
額
が
か
か
る
が
。
ま
た
、

長
寿
命
化
計
画
で
維
持
管
理
費
が

８
千
６
０
０
万
円
程
度
か
か
る
と

な
っ
て
い
る
が
根
拠
と
な
る
建
設

費
は
い
く
ら
か
。

■ 

町

　長

　
集
約
す
る
か
、
廃
止
す
る
か
、

早
く
決
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
小
浦
南
部
地
区
工
場
団
地
用
地

の
買
収
状
況
は
。

■ 

町

　長

　
企
業
誘
致
と
い
う
こ
と
で
進
め

て
き
た
が
、
そ
の
時
競
争
相
手
が

た
く
さ
ん
い
て
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
真
ん
中
に
私
有
地
が
あ
り
、

そ
れ
の
購
入
が
完
了
す
れ
ば
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
団
地
と
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
地

権
者
の
方
と
交
渉
し
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

■ 

質

　問

　
未
買
収
地
が
14
筆
で
、
４
万
５

千
㎡
ほ
ど
あ
る
が
交
渉
経
過
は
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
６
年
度
の
土
地
の
交
渉
経
過
は
、

１
件
行
っ
て
い
ま
す
が
、
交
渉
金

額
に
つ
い
て
の
答
弁
は
難
し
い
。

益
木
の
関
係
で
交
渉
が
う
ま
く
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

■ 

質

　問

　
小
浦
南
部
地
区
工
場
団
地
用
地

は
今
か
ら
ど
う
す
る
の
か
。
政
策

で
買
わ
れ
た
土
地
の
解
決
方
法
は
。

早
め
の
対
応
を
。

■ 
町

　長

　
雇
用
の
場
の
確
保
と
い
う
こ
と

で
、
基
本
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。

今
の
企
業
誘
致
が
、
水
が
か
な
り

い
る
と
言
う
こ
と
。Ｉ
Ｔ
企
業
が
来

る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
水
が

千
ト
ン
、
二
千
ト
ン
ぐ
ら
い
要
る

と
言
う
こ
と
で
な
か
な
か
厳
し
い
。

民
間
の
提
案
を
受
け
る
場
合
も
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雇
用
が

大
き
い
企
業
に
は
、
土
地
を
ど
う

安
く
売
る
の
か
、
無
償
譲
渡
と
か

い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
厳
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
宅
団
地
と
し
て
の
活
用
も
可

能
な
の
か
ど
う
か
。

　
物
価
高
騰
や
資
材
の
高
騰
、
人

件
費
も
高
騰
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
検
討
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
営
住
宅
建
替
計
画

小
浦
南
部
地
区
工
場

団
地
用
地

公営住宅の建替計画と小浦南部地区工場団地について具体的目標を
掲げて進めていかれるのかについて質した。

住宅は調査研究　工場用地は将来的に検討

須藤　敏規
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町政の方針を問う 活かそう
町民の声

◎一般質問の記事について 質問した議員が執筆したものです。

◎一　般　質　問　方　法 【一括質問・一括答弁】　議員が質問項目すべてを一括して質問。その後、町側がその

質問項目について、一括して答弁を行います。

 【一 問 一 答 方 式】　文字どおり一つの質問項目ごとに、町側から答弁を行います。

6人が
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MRと桜（清峰高校前駅）
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⑶　町民の意見を反映する町政が行われているのか
町長として現在の心境を
⑴　町政を担当した４期16年の総括はいかに
⑵　５期目担当の意向を伺います
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諸課題に積極的に取り組んできたのか

■ 

質

　問

　
公
営
住
宅
の
建
替
は
、
一
九
二

戸
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■ 
町

　長

　
公
営
住
宅
の
建
替
は
、
令
和
９

年
度
か
ら
12
年
度
の
計
画
で
あ
る

が
、
財
源
の
調
整
を
す
る
た
め
に

検
討
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

規
模
、
場
所
、
具
体
的
内
容
な
ど

決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

■ 

質

　問

　
建
替
計
画
の
中
で
高
額
所
得
者

は
何
人
お
ら
れ
る
の
か
。
立
ち
退

き
と
言
う
問
題
が
で
て
く
る
の
で
、

手
続
き
を
早
め
に
し
て
事
業
の
準

備
に
備
え
て
や
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

■ 

建
設
課
長

　
政
策
空
家
の
状
況
は
、
令
和
７

年
２
月
末
現
在
で
、
図
池
団
地
14

戸
、
里
山
団
地
22
戸
、
里
山
第
２

団
地
は
７
戸
、
牧
崎
団
地
の
平
屋

で
17
戸
、
合
計
で
60
戸
が
空
家
の

状
況
で
す
。

　
収
入
超
過
者
は
、
牧
崎
団
地
で

８
戸
、
里
山
団
地
で
４
戸
、
里
山

第
２
団
地
で
２
戸
、
図
池
団
地
で

１
戸
あ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

　
収
入
超
過
者
に
は
、
自
主
的
に

住
宅
を
明
け
渡
す
よ
う
に
努
力
し

て
頂
く
と
し
て
、
収
入
超
過
者
認

定
書
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
人
口
世
帯
数
の
動
向
、

ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
公
営
住
宅
の
需
要
性
の
見

直
し
等
を
十
分
に
し
て
、
計
画
期

間
内
に
取
り
掛
か
る
よ
う
努
力
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
計
画
の
実
効
性
に
つ
い
て
、
内

部
で
早
く
決
め
て
議
会
に
諮
っ
て
、

方
向
性
を
示
し
て
頂
か
な
い
と
、

相
当
な
金
額
が
か
か
る
が
。
ま
た
、

長
寿
命
化
計
画
で
維
持
管
理
費
が

８
千
６
０
０
万
円
程
度
か
か
る
と

な
っ
て
い
る
が
根
拠
と
な
る
建
設

費
は
い
く
ら
か
。

■ 

町

　長

　
集
約
す
る
か
、
廃
止
す
る
か
、

早
く
決
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
小
浦
南
部
地
区
工
場
団
地
用
地

の
買
収
状
況
は
。

■ 

町

　長

　
企
業
誘
致
と
い
う
こ
と
で
進
め

て
き
た
が
、
そ
の
時
競
争
相
手
が

た
く
さ
ん
い
て
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
真
ん
中
に
私
有
地
が
あ
り
、

そ
れ
の
購
入
が
完
了
す
れ
ば
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
団
地
と
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
地

権
者
の
方
と
交
渉
し
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

■ 

質

　問

　
未
買
収
地
が
14
筆
で
、
４
万
５

千
㎡
ほ
ど
あ
る
が
交
渉
経
過
は
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
６
年
度
の
土
地
の
交
渉
経
過
は
、

１
件
行
っ
て
い
ま
す
が
、
交
渉
金

額
に
つ
い
て
の
答
弁
は
難
し
い
。

益
木
の
関
係
で
交
渉
が
う
ま
く
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

■ 
質

　問

　
小
浦
南
部
地
区
工
場
団
地
用
地

は
今
か
ら
ど
う
す
る
の
か
。
政
策

で
買
わ
れ
た
土
地
の
解
決
方
法
は
。

早
め
の
対
応
を
。

■ 

町

　長

　
雇
用
の
場
の
確
保
と
い
う
こ
と

で
、
基
本
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。

今
の
企
業
誘
致
が
、
水
が
か
な
り

い
る
と
言
う
こ
と
。Ｉ
Ｔ
企
業
が
来

る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
水
が

千
ト
ン
、
二
千
ト
ン
ぐ
ら
い
要
る

と
言
う
こ
と
で
な
か
な
か
厳
し
い
。

民
間
の
提
案
を
受
け
る
場
合
も
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雇
用
が

大
き
い
企
業
に
は
、
土
地
を
ど
う

安
く
売
る
の
か
、
無
償
譲
渡
と
か

い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
厳
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
宅
団
地
と
し
て
の
活
用
も
可

能
な
の
か
ど
う
か
。

　
物
価
高
騰
や
資
材
の
高
騰
、
人

件
費
も
高
騰
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
検
討
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
営
住
宅
建
替
計
画

小
浦
南
部
地
区
工
場

団
地
用
地

公営住宅の建替計画と小浦南部地区工場団地について具体的目標を
掲げて進めていかれるのかについて質した。

住宅は調査研究　工場用地は将来的に検討

須藤　敏規
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■ 

質
　
問

　
学
校
給
食
費
無
償
化
の
要
望
が

高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

義
務
教
育
無
償
と
い
う
憲
法
の
理

念
と
あ
わ
せ
て
、
最
近
の
物
価
高

騰
が
あ
る
。
昨
年
と
比
べ
た
家
計

負
担
は
４
人
家
族
で
月
に
１
０
，

２
５
０
円
上
が
っ
て
い
る
。
２
０

２
５
年（
Ｒ
７
年
）は
さ
ら
に
１
２
，

６
０
０
円
増
え
る
と
い
う
試
算
も

あ
る
。
給
食
費
無
償
化
は
後
退
さ

せ
ず
、
継
続
す
べ
き
だ
。

■ 

町
　
長

　
町
の
年
間
負
担
は
２
，
４
０
０

万
円
の
追
加
と
な
り
、
大
変
厳
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
新
た
な
人
た
ち
」が
ど
う
す
る
か

と
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
考
え
ま

す
。

■ 

質
　
問

　
昨
年
は
観
測
史
上
最
も
暑
い
夏

と
な
り
、「
地
球
沸
騰
化
の
時
代
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
小
中
学
校

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
は
、

喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。
維
持

費
に
対
し
て
も
政
府
の
補
助
金
が

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
小
学
校
体
育
館
は
建
て
か
え
時

期
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
整
備

計
画
と
合
わ
せ
て
議
論
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
中
学
校
体
育
館
は

比
較
的
新
し
く
、
設
置
は
可
能
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
、
補
助
金
の

額
も
少
な
く
、
財
政
面
が
厳
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
研

究
し
た
い
。

　
体
育
館
は
、
災
害
時
の
避
難
所

に
も
な
り
、
空
調
な
し
で
は
耐
え

ら
れ
な
い
。
小
学
校
を
含
め
て
耐

熱
性
の
向
上
、ス
ポ
ッ
ト
型
の
ク
ー

ラ
ー
な
ど
急
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
手
を

つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

質
　
問

　
佐
々
町
の
保
育
料
は
１
人
当
２

２
０
０
０
円
か
ら
３
２
０
０
０
円

で
あ
り
、
国
基
準
よ
り
町
の
支
出

が
約
１
・
３
倍
多
い
、
手
厚
い
対

応
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
物

価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
保
護
者

負
担
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

近
隣
自
治
体
で
は
全
額
無
償
と

な
っ
て
お
り
、
改
善
を
は
か
る
べ

き
だ
。

■ 

課
　
長

　
現
在
国
の
基
準
と
比
較
し
て
年

間
２
，
９
０
０
万
円
を
上
乗
せ
し

て
支
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
無
償
化
と
し
た
場
合
、
合
計

で
８
，
９
０
０
万
円
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■ 
町
　
長

　
本
来
国
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
や
る
べ
き
と
要
望
を

続
け
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
国

の
施
策
の
方
向
性
を
み
て
、
有
効

性
を
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き

ま
す
。

■ 

質
　
問

　
高
齢
者
外
出
支
援
の
タ
ク
シ
ー

助
成
の
改
善
、
通
学
定
期
代
へ
の

補
助
、
安
全
な
登
下
校
対
策
な
ど
、

町
民
の
移
動
支
援
に
係
る
課
題
は

多
い
。
住
民
要
望
に
応
え
た
改
善

を
求
め
る
。

■ 

町
　
長

　
佐
々
町
は
32
平
方
㎞
し
か
な
い

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
町
内
を
結

ぶ
手
立
て
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１月から小学校の給食費が無償化されました。物価高騰がつづいて
おり、４月以降の新年度も継続すべきと訴えました。

小学校の給食費無償化を歓迎する
ぜひ新年度からも継続すべきだ
今年は選挙の年！「新たな人たち」がどうするかと言う事になる

「
夏
の
体
育
館
は
１
時
間
で

体
力
消
耗
」

小
中
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は
急
ぐ
べ
き

小
学
校
は
建
て
か
え
時
期
と

な
っ
て
い
る
。
中
学
校

体
育
館
は
設
置
は
可
能

　
町
民
か
ら「
夏
の
体
育
館
は
１

時
間
で
体
力
が
消
耗
し
た
」と
い

う
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
猛
暑

の
夏
が
つ
づ
い
て
お
り
、
国
の

制
度
も
拡
充
さ
れ
て
い
る
中
で

設
置
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
、
推

進
に
向
け
て
質
問
し
ま
し
た
。

保
育
料
無
償
化
・

副
食
費
の
無
償
化

急
ぐ
べ
き

佐
々
町
は
国
基
準
よ
り

安
い
保
育
料
と
し
て
い
る

引
き
続
き
計
画

し
な
く
て
は
な
ら
な
い

町
民
の
移
動
支
援
・

高
齢
者
の
外
出
支
援
・

通
学
支
援
・
タ
ク
シ
ー

助
成
な
ど
改
善
を
求
め
る

佐
々
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
の
活
用
な
ど

検
討
し
て
い
き
た
い

「
き
こ
え
」の
支
援

補
聴
器
購
入
支
援
な
ど

ど
う
す
す
め
る

件
数
限
定
で
の
支
援
や

相
談
支
援
な
ど

引
き
続
き
検
討
す
る

永田　勝美
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訪問販売お断りステッカーは配布できないか

■ 

質
　
問

　
近
年
全
国
的
に
悪
質
な
訪
問
販

売
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
お
り
、
突
然
自
宅
に
現
れ

る
業
者
か
ら
の
不
意
打
ち
の
形
で

強
引
に
勧
誘
さ
れ
る
た
め
、
消
費

者
が
冷
静
に
判
断
で
き
ず
、
高
額

で
か
つ
不
要
な
商
品
を
契
約
し
て

し
ま
う
と
い
う
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
し
て
、

〇
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
親
切

を
装
っ
て
高
額
な
リ
フ
ォ
ー

ム
を
契
約
さ
せ
る
。

〇
屋
根
や
外
壁
の
修
繕
工
事
を

契
約
さ
せ
る
。

〇
介
護
保
険
で
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
が
で
き
る
と
言
い
、
不
要

な
高
額
の
手
す
り
を
つ
け
る
。

〇
布
団
の
仕
立
て
直
し
や
貴
金

属
の
買
取
り
　
　
　
　
　
等
。

様
々
な
タ
イ
プ
の
詐
欺
が
横
行
し

て
お
り
、
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
は

高
齢
者
で
あ
り
、
判
断
力
が
低
下

し
て
い
た
り
、
一
人
暮
ら
し
で
不

安
を
抱
え
る
高
齢
者
は
、
消
費
者

の
中
で
も
、
特
に
一
旦
勧
誘
を
受

け
始
め
る
と
断
る
こ
と
が
難
し
く
、

被
害
に
遭
い
や
す
い
。
特
に
女
性

の
高
齢
者
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ

て
い
る
と
い
う
事
例
が
多
い
と
の

こ
と
だ
。

　
他
自
治
体
で
は
、
悪
質
業
者
の

訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
を
目
的
と
し「
訪
問
販
売
お

断
り
ス
テ
ッ
カ
ー
」を
配
布
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
て
意
思
表
明
す
る
こ
と
で
、

訪
問
販
売
者
が
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

を
鳴
ら
し
に
く
く
な
る
と
い
う
心

理
的
抑
止
効
果
を
図
っ
て
お
り
、

ス
テ
ッ
カ
ー
を
玄
関
先
に
提
示
し

て
お
く
と
、
住
民
が
訪
問
販
売
に

対
す
る
高
い
警
戒
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
訪
問
販
売
員
に
も
伝
わ

り
や
す
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
外

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
だ
。
こ

の
よ
う
な
シ
ー
ル
を
提
示
し
て
お

く
こ
と
は
、
訪
問
販
売
を
撃
退
す

る
た
め
に
大
変
有
効
と
考
え
る
が
、

ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
を
条
例
も
定

め
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
警
察
や
弁
護
士
会
、
司
法
書
士

会
な
ど
協
力
を
得
て
、
条
例
等
で

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
条
例
等
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
よ
く
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
詐
欺
集
団
は
、
あ
の
手
こ
の
手

で
詐
欺
を
働
い
て
く
る
。
犯
罪
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
役
場
、
ま
た

住
民
も
結
束
し
て
手
ご
わ
い
、
簡

単
に
佐
々
町
で
詐
欺
を
さ
せ
な
い

と
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
思
わ
せ
る
こ

と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
町

が
先
だ
っ
て
条
例
整
備
な
ど
対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

質
　
問

　
訪
問
販
売
お
断
り
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
る
・
貼
ら
な
い
は
任
意
な
の

で
個
人
の
自
由
で
は
あ
る
が
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
ら
な
い
家
庭
を
守

る
た
め
に
も
、
事
業
者
が
町
に
登

録
し
な
い
と
訪
問
販
売
が
で
き
な

い「
訪
問
販
売
登
録
制
度
」を
導
入

で
き
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
認
知
症
や
心
身
の
障
害
な
ど
で
、

自
分
の
意
思
を
表
示
で
き
な
い
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方

と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も

大
変
重
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

近年、全国的に悪質な訪問販売による消費者トラブルが相次いでい
るため質問した。

ステッカーの作成・配布も必要だと思っております

訪
問
販
売
登
録
制
度

に
つ
い
て

川副　剛

○○○

○○警察署・○○県弁護士会・○○県司法書士会

訪問販売お断りステッカー（例）

※ステッカーを貼っている家に訪問販売
すると条例違反になる
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■ 

質
　
問

　
学
校
給
食
費
無
償
化
の
要
望
が

高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

義
務
教
育
無
償
と
い
う
憲
法
の
理

念
と
あ
わ
せ
て
、
最
近
の
物
価
高

騰
が
あ
る
。
昨
年
と
比
べ
た
家
計

負
担
は
４
人
家
族
で
月
に
１
０
，

２
５
０
円
上
が
っ
て
い
る
。
２
０

２
５
年（
Ｒ
７
年
）は
さ
ら
に
１
２
，

６
０
０
円
増
え
る
と
い
う
試
算
も

あ
る
。
給
食
費
無
償
化
は
後
退
さ

せ
ず
、
継
続
す
べ
き
だ
。

■ 

町
　
長

　
町
の
年
間
負
担
は
２
，
４
０
０

万
円
の
追
加
と
な
り
、
大
変
厳
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
新
た
な
人
た
ち
」が
ど
う
す
る
か

と
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
考
え
ま

す
。

■ 

質
　
問

　
昨
年
は
観
測
史
上
最
も
暑
い
夏

と
な
り
、「
地
球
沸
騰
化
の
時
代
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
小
中
学
校

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
は
、

喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。
維
持

費
に
対
し
て
も
政
府
の
補
助
金
が

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
小
学
校
体
育
館
は
建
て
か
え
時

期
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
整
備

計
画
と
合
わ
せ
て
議
論
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
中
学
校
体
育
館
は

比
較
的
新
し
く
、
設
置
は
可
能
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
、
補
助
金
の

額
も
少
な
く
、
財
政
面
が
厳
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
研

究
し
た
い
。

　
体
育
館
は
、
災
害
時
の
避
難
所

に
も
な
り
、
空
調
な
し
で
は
耐
え

ら
れ
な
い
。
小
学
校
を
含
め
て
耐

熱
性
の
向
上
、ス
ポ
ッ
ト
型
の
ク
ー

ラ
ー
な
ど
急
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
手
を

つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

質
　
問

　
佐
々
町
の
保
育
料
は
１
人
当
２

２
０
０
０
円
か
ら
３
２
０
０
０
円

で
あ
り
、
国
基
準
よ
り
町
の
支
出

が
約
１
・
３
倍
多
い
、
手
厚
い
対

応
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
物

価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
保
護
者

負
担
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

近
隣
自
治
体
で
は
全
額
無
償
と

な
っ
て
お
り
、
改
善
を
は
か
る
べ

き
だ
。

■ 

課
　
長

　
現
在
国
の
基
準
と
比
較
し
て
年

間
２
，
９
０
０
万
円
を
上
乗
せ
し

て
支
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
無
償
化
と
し
た
場
合
、
合
計

で
８
，
９
０
０
万
円
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■ 

町
　
長

　
本
来
国
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
や
る
べ
き
と
要
望
を

続
け
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
国

の
施
策
の
方
向
性
を
み
て
、
有
効

性
を
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き

ま
す
。

■ 

質
　
問

　
高
齢
者
外
出
支
援
の
タ
ク
シ
ー

助
成
の
改
善
、
通
学
定
期
代
へ
の

補
助
、
安
全
な
登
下
校
対
策
な
ど
、

町
民
の
移
動
支
援
に
係
る
課
題
は

多
い
。
住
民
要
望
に
応
え
た
改
善

を
求
め
る
。

■ 

町
　
長

　
佐
々
町
は
32
平
方
㎞
し
か
な
い

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
町
内
を
結

ぶ
手
立
て
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１月から小学校の給食費が無償化されました。物価高騰がつづいて
おり、４月以降の新年度も継続すべきと訴えました。

小学校の給食費無償化を歓迎する
ぜひ新年度からも継続すべきだ
今年は選挙の年！「新たな人たち」がどうするかと言う事になる

「
夏
の
体
育
館
は
１
時
間
で

体
力
消
耗
」

小
中
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は
急
ぐ
べ
き

小
学
校
は
建
て
か
え
時
期
と

な
っ
て
い
る
。
中
学
校

体
育
館
は
設
置
は
可
能

　
町
民
か
ら「
夏
の
体
育
館
は
１

時
間
で
体
力
が
消
耗
し
た
」と
い

う
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
猛
暑

の
夏
が
つ
づ
い
て
お
り
、
国
の

制
度
も
拡
充
さ
れ
て
い
る
中
で

設
置
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
、
推

進
に
向
け
て
質
問
し
ま
し
た
。

保
育
料
無
償
化
・

副
食
費
の
無
償
化

急
ぐ
べ
き

佐
々
町
は
国
基
準
よ
り

安
い
保
育
料
と
し
て
い
る

引
き
続
き
計
画

し
な
く
て
は
な
ら
な
い

町
民
の
移
動
支
援
・

高
齢
者
の
外
出
支
援
・

通
学
支
援
・
タ
ク
シ
ー

助
成
な
ど
改
善
を
求
め
る

佐
々
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
の
活
用
な
ど

検
討
し
て
い
き
た
い

「
き
こ
え
」の
支
援

補
聴
器
購
入
支
援
な
ど

ど
う
す
す
め
る

件
数
限
定
で
の
支
援
や

相
談
支
援
な
ど

引
き
続
き
検
討
す
る
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訪問販売お断りステッカーは配布できないか

■ 

質
　
問

　
近
年
全
国
的
に
悪
質
な
訪
問
販

売
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
お
り
、
突
然
自
宅
に
現
れ

る
業
者
か
ら
の
不
意
打
ち
の
形
で

強
引
に
勧
誘
さ
れ
る
た
め
、
消
費

者
が
冷
静
に
判
断
で
き
ず
、
高
額

で
か
つ
不
要
な
商
品
を
契
約
し
て

し
ま
う
と
い
う
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
し
て
、

〇
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
親
切

を
装
っ
て
高
額
な
リ
フ
ォ
ー

ム
を
契
約
さ
せ
る
。

〇
屋
根
や
外
壁
の
修
繕
工
事
を

契
約
さ
せ
る
。

〇
介
護
保
険
で
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
が
で
き
る
と
言
い
、
不
要

な
高
額
の
手
す
り
を
つ
け
る
。

〇
布
団
の
仕
立
て
直
し
や
貴
金

属
の
買
取
り
　
　
　
　
　
等
。

様
々
な
タ
イ
プ
の
詐
欺
が
横
行
し

て
お
り
、
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
は

高
齢
者
で
あ
り
、
判
断
力
が
低
下

し
て
い
た
り
、
一
人
暮
ら
し
で
不

安
を
抱
え
る
高
齢
者
は
、
消
費
者

の
中
で
も
、
特
に
一
旦
勧
誘
を
受

け
始
め
る
と
断
る
こ
と
が
難
し
く
、

被
害
に
遭
い
や
す
い
。
特
に
女
性

の
高
齢
者
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ

て
い
る
と
い
う
事
例
が
多
い
と
の

こ
と
だ
。

　
他
自
治
体
で
は
、
悪
質
業
者
の

訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
を
目
的
と
し「
訪
問
販
売
お

断
り
ス
テ
ッ
カ
ー
」を
配
布
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
て
意
思
表
明
す
る
こ
と
で
、

訪
問
販
売
者
が
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

を
鳴
ら
し
に
く
く
な
る
と
い
う
心

理
的
抑
止
効
果
を
図
っ
て
お
り
、

ス
テ
ッ
カ
ー
を
玄
関
先
に
提
示
し

て
お
く
と
、
住
民
が
訪
問
販
売
に

対
す
る
高
い
警
戒
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
訪
問
販
売
員
に
も
伝
わ

り
や
す
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
外

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
だ
。
こ

の
よ
う
な
シ
ー
ル
を
提
示
し
て
お

く
こ
と
は
、
訪
問
販
売
を
撃
退
す

る
た
め
に
大
変
有
効
と
考
え
る
が
、

ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
を
条
例
も
定

め
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
警
察
や
弁
護
士
会
、
司
法
書
士

会
な
ど
協
力
を
得
て
、
条
例
等
で

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
条
例
等
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
よ
く
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
詐
欺
集
団
は
、
あ
の
手
こ
の
手

で
詐
欺
を
働
い
て
く
る
。
犯
罪
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
役
場
、
ま
た

住
民
も
結
束
し
て
手
ご
わ
い
、
簡

単
に
佐
々
町
で
詐
欺
を
さ
せ
な
い

と
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
思
わ
せ
る
こ

と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
町

が
先
だ
っ
て
条
例
整
備
な
ど
対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

質
　
問

　
訪
問
販
売
お
断
り
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
る
・
貼
ら
な
い
は
任
意
な
の

で
個
人
の
自
由
で
は
あ
る
が
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
ら
な
い
家
庭
を
守

る
た
め
に
も
、
事
業
者
が
町
に
登

録
し
な
い
と
訪
問
販
売
が
で
き
な

い「
訪
問
販
売
登
録
制
度
」を
導
入

で
き
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
認
知
症
や
心
身
の
障
害
な
ど
で
、

自
分
の
意
思
を
表
示
で
き
な
い
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方

と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も

大
変
重
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

近年、全国的に悪質な訪問販売による消費者トラブルが相次いでい
るため質問した。

ステッカーの作成・配布も必要だと思っております

訪
問
販
売
登
録
制
度

に
つ
い
て

川副　剛

○○○

○○警察署・○○県弁護士会・○○県司法書士会

訪問販売お断りステッカー（例）

※ステッカーを貼っている家に訪問販売
すると条例違反になる

意
　
見
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■ 

質

　問

　
高
齢
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
の
外
出
支
援
制
度

の
評
価
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

■ 

町

　長

　
現
状
は
、
タ
ク
シ
ー
券
の
月
平

均
の
利
用
が
１
，
７
４
６
枚
、
平

均
利
用
額
は
月
平
均
５
６
６
円
で

す
。
半
額
助
成
に
な
り
外
出
支
援

に
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
初

乗
り
運
賃
の
補
助
に
戻
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
も
あ
り
、
鉄
道
や
バ

ス
の
利
用
者
に
対
し
て
も
助
成
を

行
う
な
ど
、
外
出
支
援
の
選
択
肢

の
拡
大
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■ 

質

　問

　
バ
ス
利
用
で
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ス
と
タ
ク
シ
ー
助
成
を
組
み
合

わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
い
る

と
い
う
声
が
あ
り
、
高
齢
者
に
寄

り
添
っ
た
制
度
改
革
を
す
る
こ
と

を
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

町

　長

　
タ
ク
シ
ー
一
辺
倒
の
制
度
を
も

う
少
し
考
え
て
、
ど
う
い
う
方
向

性
が
い
い
か
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る

「
地
域
ま
る
ご
と
サ
ロ
ン
」の
実
情

と
効
果
の
検
証
は
。

■ 

多
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　
運
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
方
、
郷
土
史
を
語
る
方
な
ど

様
々
な
講
師
を
派
遣
し
対
応
し
て

い
ま
す
。
婦
人
会
や
子
ど
も
達
と

コ
ラ
ボ
し
て
、
多
世
代
交
流
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
約
半
数

の
町
内
会
が
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
集
う
サ
ロ
ン
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
制
の
変
化
を
急
に

行
っ
た
こ
と
で
戸
惑
い
と
負
担
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
各
地

区
の
活
動
に
対
し
て
は
、
多
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
令
和
２
年
３
月
に
佐
々
町
道
路

網
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る

が
、
20
路
線
が
順
調
に
計
画
的
に

進
ん
で
い
る
か
。

■ 

町

　長

　
整
備
計
画
で
は
、佐
々
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
渋
滞
緩
和
策
と

車
・
歩
道
の
整
備
、
交
通
安
全
施

設
の
整
備
の
２
つ
を
テ
ー
マ
と
し
、

歩
道
整
備
等
を
計
画
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
町
道
赤
崎
線
、
町
道
神
田
線
の

通
学
路
歩
道
整
備
は
成
果
を
み
て

い
ま
す
が
、
佐
々
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
の
渋
滞
緩
和
策
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

■ 

町

　長

　
整
備
計
画
の
中
で
バ
イ
パ
ス
の

２
路
線
の
計
画
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
区
画
整
理
と
財
源
的
な
補
助

事
業
が
な
い
こ
と
で
、
今
の
と
こ

ろ
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

　
牧
崎
団
地
の
環
境
改
善
と
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
も
住

宅
建
替
の
促
進
を
要
請
し
ま
す
。

佐々町総合計画まちづくり基本目標の「高齢者が自立できるまちづくり
が進んでいるか」「快適な生活に必要な環境ができているか」「町民の意
見を反映する町政が行われているか」についての検証を質問しました。

高齢者外出支援タクシー料金助成制度見直しは

外出支援の選択肢拡大を検討する

道
路
網
の
整
備
が
計
画

的
に
進
ん
で
い
る
か

必
要
性
と
緊
急
性
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
実
施

高
齢
者
の
住
宅
福
祉
対
策
と
し
て
、

空
き
家
が
多
い
牧
崎
住
宅
の

集
約
を
一
考
で
き
な
い
か

政
策
空
家
で
あ
り
、
今
後

公
営
住
宅
整
備
基
準
に
よ
り

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

四
大
事
業
の
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
が
未
達
成
だ
が

今
後
の
道
筋
は

事
業
費
と
場
所
の

選
定
を
ど
う
す
る
か
が

残
っ
て
い
ま
す

町
内
会
活
動
の
周
知
、

加
入
促
進
の
対
策
は

加
入
率
向
上
を
目
標
に

先
進
事
例
を
研
究
し

対
応
し
ま
す

町
民
の
声
を
聴
く
町
政

が
行
わ
れ
て
い
る
か

提
案
箱
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
の
意
見
を

対
応
し
て
い
る

佐々IC付近の渋滞のようす

牧崎住宅の状況

永安　文男

意

　見
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町図書館に書籍を購入できる窓口を設けることはできないか

■ 

質

　問

　
こ
の
10
年
で
全
国
か
ら
４
，
６

０
０
の
書
店
が
姿
を
消
し
て
い
る
。

出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
２
０
２
４
年
３
月
時

点
で
全
国
の「
書
店
ゼ
ロ
」の
市
町

村
は
27
％
と
な
っ
て
い
る
。
原
因

は
、
粗
利
率
の
低
さ
と
物
流
費
高

騰
の
課
題
が
あ
る
よ
う
だ
。
本
町

図
書
館
に
、
貸
出
窓
口
と
は
別
に

購
入
用
の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
で
、

図
書
館
の
書
籍
以
外
で
も
気
に

入
っ
た
本
を
注
文
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

■ 

教
育
次
長

　
図
書
館
で
の
図
書
販
売
は
、
国

内
大
手
の
出
版
取
次
業
者
が
、
来

年
度
、
読
ん
で
み
て
気
に
入
っ
た

本
を
図
書
館
で
購
入
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
の
実
証
実
験
を
、
全
国

の
複
数
の
図
書
館
で
始
め
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
教
育
委
員
会
も
、
こ
の
実
証
実

験
を
注
視
し
、
法
的
な
整
理
に
つ

い
て
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■ 

質

　問

　
佐
世
保
市
は
、
自
転
車
の
国
際

ロ
ー
ド
レ
ー
ス【
ツ
ー
ル
・
ド
・
九

州
２
０
２
５
】を
開
催
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
県
北

地
区
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
絶
好

の
機
会
で
あ
る
。

　
本
町
に
は
、
観
光
資
源
は
さ
ほ

ど
な
い
が
、
自
然
と
利
便
性
は
他

の
自
治
体
に
は
劣
ら
な
い
と
思
う
。

「
自
転
車
専
用
道
」を
併
設
す
る
こ

と
で
近
隣
の
交
流
人
口
が
増
え
、

本
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

■ 

町

　長

　
町
内
の
河
川
敷
遊
歩
道
は
、
多

く
の
方
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ

て
お
り
、
自
転
車
専
用
道
路
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
安
全
性
の
担
保

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
様
々
な
店
舗
出
店
に
よ
り
、
小

規
模
商
工
業
者
の
経
営
環
境
は
著

し
く
影
響
を
受
け
て
お
り
、
商
工

業
街
路
灯
組
合
も
店
舗
の
廃
業
等

に
よ
り
、
今
後
、
運
営
管
理
に
支

障
が
生
じ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

廃
業
店
舗
の
街
路
灯
が
出
て
き
た

場
合
は
、
本
町
の
防
犯
灯
と
し
て

移
行
管
理
は
で
き
な
い
の
か
。

■ 

町

　長

　
該
当
す
る
町
内
会
と
の
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
場
合
は
、

町
へ
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

国が実施する実証実験への参加を検討したい
インターネット通販を利用しにくい児童生徒や高齢者が、手軽に本を購
入できるコーナー(窓口)を新設することで、利便性が向上し、来訪者も
増えるのではと質問した。

図書館窓口

河
川
敷
遊
歩
道
に
自

転
車
専
用
道
を
併
設

す
る
こ
と
は

整
備
を
進
め
る
に
は

難
し
い
問
題
が
あ
る

商
工
会
街
路
灯
組
合

の
廃
業
店
舗
に
よ
る

街
路
灯
を
、
町
の
防

犯
灯
へ
の
移
行
管
理

は
で
き
な
い
か

町
内
会
か
ら
防
犯
灯
と

し
て
残
し
た
い
と
い
う

申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、

電
気
代
の
支
払
先
を

変
更
し
、
管
理
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

老
朽
化
し
た
町
民

プ
ー
ル
施
設
の
今
後

に
お
け
る
考
え
は

プ
ー
ル
施
設
の
維
持
は

相
当
の
費
用
が
か
か
り
、

難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す

街路灯写真町民プール写真

長谷川　忠

　
　
　商
店

（
店
） 

○
○―

○
○
○
○

（
自
宅
） 

○
○―

○
○
○
○
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■ 

質

　問

　
高
齢
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
の
外
出
支
援
制
度

の
評
価
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

■ 

町

　長

　
現
状
は
、
タ
ク
シ
ー
券
の
月
平

均
の
利
用
が
１
，
７
４
６
枚
、
平

均
利
用
額
は
月
平
均
５
６
６
円
で

す
。
半
額
助
成
に
な
り
外
出
支
援

に
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
初

乗
り
運
賃
の
補
助
に
戻
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
も
あ
り
、
鉄
道
や
バ

ス
の
利
用
者
に
対
し
て
も
助
成
を

行
う
な
ど
、
外
出
支
援
の
選
択
肢

の
拡
大
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■ 

質

　問

　
バ
ス
利
用
で
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ス
と
タ
ク
シ
ー
助
成
を
組
み
合

わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
い
る

と
い
う
声
が
あ
り
、
高
齢
者
に
寄

り
添
っ
た
制
度
改
革
を
す
る
こ
と

を
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

町

　長

　
タ
ク
シ
ー
一
辺
倒
の
制
度
を
も

う
少
し
考
え
て
、
ど
う
い
う
方
向

性
が
い
い
か
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る

「
地
域
ま
る
ご
と
サ
ロ
ン
」の
実
情

と
効
果
の
検
証
は
。

■ 

多
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　
運
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
方
、
郷
土
史
を
語
る
方
な
ど

様
々
な
講
師
を
派
遣
し
対
応
し
て

い
ま
す
。
婦
人
会
や
子
ど
も
達
と

コ
ラ
ボ
し
て
、
多
世
代
交
流
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
約
半
数

の
町
内
会
が
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
集
う
サ
ロ
ン
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
制
の
変
化
を
急
に

行
っ
た
こ
と
で
戸
惑
い
と
負
担
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
各
地

区
の
活
動
に
対
し
て
は
、
多
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
令
和
２
年
３
月
に
佐
々
町
道
路

網
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る

が
、
20
路
線
が
順
調
に
計
画
的
に

進
ん
で
い
る
か
。

■ 

町

　長

　
整
備
計
画
で
は
、佐
々
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
渋
滞
緩
和
策
と

車
・
歩
道
の
整
備
、
交
通
安
全
施

設
の
整
備
の
２
つ
を
テ
ー
マ
と
し
、

歩
道
整
備
等
を
計
画
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
町
道
赤
崎
線
、
町
道
神
田
線
の

通
学
路
歩
道
整
備
は
成
果
を
み
て

い
ま
す
が
、
佐
々
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
の
渋
滞
緩
和
策
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

■ 

町

　長

　
整
備
計
画
の
中
で
バ
イ
パ
ス
の

２
路
線
の
計
画
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
区
画
整
理
と
財
源
的
な
補
助

事
業
が
な
い
こ
と
で
、
今
の
と
こ

ろ
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

　
牧
崎
団
地
の
環
境
改
善
と
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
も
住

宅
建
替
の
促
進
を
要
請
し
ま
す
。

佐々町総合計画まちづくり基本目標の「高齢者が自立できるまちづくり
が進んでいるか」「快適な生活に必要な環境ができているか」「町民の意
見を反映する町政が行われているか」についての検証を質問しました。

高齢者外出支援タクシー料金助成制度見直しは

外出支援の選択肢拡大を検討する

道
路
網
の
整
備
が
計
画

的
に
進
ん
で
い
る
か

必
要
性
と
緊
急
性
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
実
施

高
齢
者
の
住
宅
福
祉
対
策
と
し
て
、

空
き
家
が
多
い
牧
崎
住
宅
の

集
約
を
一
考
で
き
な
い
か

政
策
空
家
で
あ
り
、
今
後

公
営
住
宅
整
備
基
準
に
よ
り

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

四
大
事
業
の
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
が
未
達
成
だ
が

今
後
の
道
筋
は

事
業
費
と
場
所
の

選
定
を
ど
う
す
る
か
が

残
っ
て
い
ま
す

町
内
会
活
動
の
周
知
、

加
入
促
進
の
対
策
は

加
入
率
向
上
を
目
標
に

先
進
事
例
を
研
究
し

対
応
し
ま
す

町
民
の
声
を
聴
く
町
政

が
行
わ
れ
て
い
る
か

提
案
箱
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
の
意
見
を

対
応
し
て
い
る

佐々IC付近の渋滞のようす

牧崎住宅の状況

永安　文男

意

　見
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町図書館に書籍を購入できる窓口を設けることはできないか

■ 

質

　問

　
こ
の
10
年
で
全
国
か
ら
４
，
６

０
０
の
書
店
が
姿
を
消
し
て
い
る
。

出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
２
０
２
４
年
３
月
時

点
で
全
国
の「
書
店
ゼ
ロ
」の
市
町

村
は
27
％
と
な
っ
て
い
る
。
原
因

は
、
粗
利
率
の
低
さ
と
物
流
費
高

騰
の
課
題
が
あ
る
よ
う
だ
。
本
町

図
書
館
に
、
貸
出
窓
口
と
は
別
に

購
入
用
の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
で
、

図
書
館
の
書
籍
以
外
で
も
気
に

入
っ
た
本
を
注
文
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

■ 

教
育
次
長

　
図
書
館
で
の
図
書
販
売
は
、
国

内
大
手
の
出
版
取
次
業
者
が
、
来

年
度
、
読
ん
で
み
て
気
に
入
っ
た

本
を
図
書
館
で
購
入
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
の
実
証
実
験
を
、
全
国

の
複
数
の
図
書
館
で
始
め
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
教
育
委
員
会
も
、
こ
の
実
証
実

験
を
注
視
し
、
法
的
な
整
理
に
つ

い
て
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■ 

質

　問

　
佐
世
保
市
は
、
自
転
車
の
国
際

ロ
ー
ド
レ
ー
ス【
ツ
ー
ル
・
ド
・
九

州
２
０
２
５
】を
開
催
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
県
北

地
区
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
絶
好

の
機
会
で
あ
る
。

　
本
町
に
は
、
観
光
資
源
は
さ
ほ

ど
な
い
が
、
自
然
と
利
便
性
は
他

の
自
治
体
に
は
劣
ら
な
い
と
思
う
。

「
自
転
車
専
用
道
」を
併
設
す
る
こ

と
で
近
隣
の
交
流
人
口
が
増
え
、

本
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

■ 

町

　長

　
町
内
の
河
川
敷
遊
歩
道
は
、
多

く
の
方
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ

て
お
り
、
自
転
車
専
用
道
路
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
安
全
性
の
担
保

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
様
々
な
店
舗
出
店
に
よ
り
、
小

規
模
商
工
業
者
の
経
営
環
境
は
著

し
く
影
響
を
受
け
て
お
り
、
商
工

業
街
路
灯
組
合
も
店
舗
の
廃
業
等

に
よ
り
、
今
後
、
運
営
管
理
に
支

障
が
生
じ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

廃
業
店
舗
の
街
路
灯
が
出
て
き
た

場
合
は
、
本
町
の
防
犯
灯
と
し
て

移
行
管
理
は
で
き
な
い
の
か
。

■ 
町

　長

　
該
当
す
る
町
内
会
と
の
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
場
合
は
、

町
へ
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

国が実施する実証実験への参加を検討したい
インターネット通販を利用しにくい児童生徒や高齢者が、手軽に本を購
入できるコーナー(窓口)を新設することで、利便性が向上し、来訪者も
増えるのではと質問した。

図書館窓口

河
川
敷
遊
歩
道
に
自

転
車
専
用
道
を
併
設

す
る
こ
と
は

整
備
を
進
め
る
に
は

難
し
い
問
題
が
あ
る

商
工
会
街
路
灯
組
合

の
廃
業
店
舗
に
よ
る

街
路
灯
を
、
町
の
防

犯
灯
へ
の
移
行
管
理

は
で
き
な
い
か

町
内
会
か
ら
防
犯
灯
と

し
て
残
し
た
い
と
い
う

申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、

電
気
代
の
支
払
先
を

変
更
し
、
管
理
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

老
朽
化
し
た
町
民

プ
ー
ル
施
設
の
今
後

に
お
け
る
考
え
は

プ
ー
ル
施
設
の
維
持
は

相
当
の
費
用
が
か
か
り
、

難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す

街路灯写真町民プール写真

長谷川　忠

　
　
　商
店

（
店
） 

○
○―

○
○
○
○

（
自
宅
） 

○
○―

○
○
○
○
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■ 

質
　
問

　
西
九
州
自
道
車
道
４
車
線
化

（
佐
々
〜
佐
世
保
中
央
）が
３
月
に

開
通
と
な
る
。
そ
し
て
佐
々
町
の

中
央
部
に
は
商
業
施
設
が
で
き
、

交
流
人
口
も
増
え
て
い
く
。
そ
ん

な
中
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
か
れ
る
の
か

お
聞
か
せ
願
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
は
町

長
が
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
佐
々
川
を
中
心
と
し
た
自
然

豊
か
な
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
私
も
そ
う
思
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
管
理
計
画
を
立
て
、
き
ち

ん
と
管
理
を
す
る
。
特
に
道
路
、

公
園
、
三
大
ま
つ
り
の
花
。
町
の

良
さ
は
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
。
そ
う

思
わ
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
町
内
会
や
愛
護
団
体
さ
ん
の
ご

協
力
も
得
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
町
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま

え
、
効
果
的
な
維
持
管
理
に
務
め

て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
三
大
花
ま
つ
り
の
花
は
、
ち
ゃ

ん
と
計
画
を
立
て
て
管
理
し
て
も

ら
い
た
い
。

■ 

建
設
課
長

　
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
ま
だ

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
管
理
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
北
部
に
も
河
川
公
園
を
と
い
う

こ
と
で
再
度
提
案
す
る
わ
け
だ
が
、

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
健
康
増
進
、

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
是
非

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
国
・
県
の

予
算
が
付
け
ば
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
の
か
。
地
域
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
快

適
で
豊
か
な
生
活
を
送
ら
れ
る
た

め
の
支
援
と
し
て
。

■ 

町
　
長

　
現
状
で
は
、
な
か
な
か
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

■ 

質
　
問

　
平
成
16
年
か
ら
企
画
の
事
業「
桜

植
栽
事
業
」で
取
り
組
ん
だ
河
津
桜

が
だ
い
ぶ
大
き
く
な
っ
た
。
取
り

組
ん
だ
グ
ル
ー
プ
は
、
高
齢
化
に

伴
い
管
理
が
で
き
な
く
な
り
、
事

業
者
は
そ
の
旨
伝
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
手
入
れ
が
い

き
と
ど
か
ず
荒
れ
放
題
に
な
っ
て

い
る
。
せ
っ
か
く
大
き
く
な
っ
て

い
る
の
に
残
念
。
役
場
が
管
理
で

き
な
い
な
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

集
い
、
ど
う
に
か
で
き
な
い
の
か
。

　
周
囲
に
は
工
場
団
地
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
の
対
岸
に
は
ハ
マ
ボ

ウ
が
群
生
し
、
７
月
に
は
満
開
に

な
る
。

　
こ
れ
も
含
め
て
ど
う
に
か
管
理

で
き
な
い
の
か
。
町
長
の
知
恵
で

ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
。
資
源

を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り
が
で

き
る
の
で
は
。

■ 

町
　
長

　
だ
れ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

人
が
お
ら
れ
れ
ば
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
け
ど
、
今
考
え
て
い

る
の
は
、
町
で
で
き
る
だ
け
の
維

持
管
理
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

まちづくりについて

北
部
に
も
河
川
公
園
を

小
浦
浜
線
支
線
沿
い
の

河
津
桜
に
つ
い
て

橋本　義雄

町全体のバランスを考えて、
　　　　　　　務めてまいります

む
ず
か
し
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

お
願
い
し
た
い

年間通しての３大花まつりの花管理を

さざんか団地下に北部河川公園を

大事に育てよう
小浦浜線支線沿い河津桜・ハマボウ
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E35

　佐々IC～佐世保中央IC間の4車線化工事の供用開始に合わせて、この区間の管理が国土交通省
からNEXCO西日本に移管され、佐々IC～佐世保大塔IC間の通行料金が新たな料金になります。
　通行料金は、走行区間等に応じた料金をお支払いいただく方法に変更となります。ただし、佐々
IC～佐世保中央IC区間内の通行に限り、引き続き、ETC車、非ETC車ともに無料で走行いただ
けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典資料：西日本高速道路株式会社

佐々IC～佐世保大塔ICの間を通行するETC車のお客さまが、入口ICから流入し、途中IC（対象IC①）
で流出した後、一定時間内に途中IC（対象IC②）から順方向に再流入し出口ICまでご通行された場
合は、入口ICから出口ICまでの連続した通行とみなし、途中ICの流出入にかかわらず入口ICから
出口ICまでの間の1回のご通行に係る通行料金をいただきます。

連続走行（乗り直し）とみなすご走行及び通行料金（例） ＥＴＣ車

西九州自動車道（佐々IC～佐世保大塔IC間）の
新たな料金について

＜連続走行（乗り直し）とみなす対象IC及び時間＞

対象IC①

相浦中里ＩＣ

佐世保中央ＩＣ

佐世保中央ＩＣ

佐世保みなとＩＣ

対象IC②

相浦中里ＩＣ

佐世保中央ＩＣ

佐世保みなとＩＣ

佐世保中央ＩＣ

一定時間

15分

15分

20分

20分

令
和
６
年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
報
告

研
修
日

　
令
和
７
年
２
月
18
日
（
火
）

会
　
場

　
全
国
町
村
議
員
会
館

　
　（
東
京
都
千
代
田
区
）

研
修
事
項

　
講
師
：
中
本
正
樹
氏

　
　
　
　（
一
社
）日
本
経
営
協
会
講
師

　
○
講
座
テ
ー
マ

読
み
や
す
く
、
見
や
す
い
議
会

報
告
づ
く
り

　
　
サ
ブ
テ
ー
マ

「
読
ま
れ
る
広
報
紙
は
読
ん
だ

人
の
行
動
変
容
を
意
識
し
て
い

る
」

研
修
内
容

◇
座
学
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
的
な
中

間
討
論
を
挟
ん
だ
講
座

◇
分
散
会
方
式
で
出
席
し
た
６
町
の

ク
リ
ニ
ッ
ク

研
修
所
感

○
色
の
使
い
方
、
構
成
な
ど
の
視
点

か
ら
本
町
の
議
会
だ
よ
り
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、
文
字

よ
り
も
写
真
を
多
く
し
た
方
が
良

い
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
議
会
が
伝
え
た
い
こ
と
だ
け
で
な

く
、
住
民
が
知
り
た
い
こ
と
を
掲
載

す
る
視
点
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
学
び
ま
し
た
。
紙
面
構
成
に
つ

い
て
は
住
民
を
登
場
さ
せ
る
手
法
な

ど
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
と
い
う

提
起
は
新
鮮
で
し
た
。

○
小
グ
ル
ー
プ
で
他
町
の
議
員
と
も
意

見
交
換
す
る
機
会
が
あ
り
、
実
践
的

な
学
び
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
永
田
勝
美
）
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■ 

質
　
問

　
西
九
州
自
道
車
道
４
車
線
化

（
佐
々
〜
佐
世
保
中
央
）が
３
月
に

開
通
と
な
る
。
そ
し
て
佐
々
町
の

中
央
部
に
は
商
業
施
設
が
で
き
、

交
流
人
口
も
増
え
て
い
く
。
そ
ん

な
中
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
か
れ
る
の
か

お
聞
か
せ
願
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
は
町

長
が
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
佐
々
川
を
中
心
と
し
た
自
然

豊
か
な
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
私
も
そ
う
思
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
管
理
計
画
を
立
て
、
き
ち

ん
と
管
理
を
す
る
。
特
に
道
路
、

公
園
、
三
大
ま
つ
り
の
花
。
町
の

良
さ
は
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
。
そ
う

思
わ
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
町
内
会
や
愛
護
団
体
さ
ん
の
ご

協
力
も
得
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
町
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま

え
、
効
果
的
な
維
持
管
理
に
務
め

て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
三
大
花
ま
つ
り
の
花
は
、
ち
ゃ

ん
と
計
画
を
立
て
て
管
理
し
て
も

ら
い
た
い
。

■ 

建
設
課
長

　
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
ま
だ

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
管
理
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
北
部
に
も
河
川
公
園
を
と
い
う

こ
と
で
再
度
提
案
す
る
わ
け
だ
が
、

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
健
康
増
進
、

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
是
非

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
国
・
県
の

予
算
が
付
け
ば
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
の
か
。
地
域
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
快

適
で
豊
か
な
生
活
を
送
ら
れ
る
た

め
の
支
援
と
し
て
。

■ 

町
　
長

　
現
状
で
は
、
な
か
な
か
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

■ 

質
　
問

　
平
成
16
年
か
ら
企
画
の
事
業「
桜

植
栽
事
業
」で
取
り
組
ん
だ
河
津
桜

が
だ
い
ぶ
大
き
く
な
っ
た
。
取
り

組
ん
だ
グ
ル
ー
プ
は
、
高
齢
化
に

伴
い
管
理
が
で
き
な
く
な
り
、
事

業
者
は
そ
の
旨
伝
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
手
入
れ
が
い

き
と
ど
か
ず
荒
れ
放
題
に
な
っ
て

い
る
。
せ
っ
か
く
大
き
く
な
っ
て

い
る
の
に
残
念
。
役
場
が
管
理
で

き
な
い
な
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

集
い
、
ど
う
に
か
で
き
な
い
の
か
。

　
周
囲
に
は
工
場
団
地
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
の
対
岸
に
は
ハ
マ
ボ

ウ
が
群
生
し
、
７
月
に
は
満
開
に

な
る
。

　
こ
れ
も
含
め
て
ど
う
に
か
管
理

で
き
な
い
の
か
。
町
長
の
知
恵
で

ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
。
資
源

を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り
が
で

き
る
の
で
は
。

■ 

町
　
長

　
だ
れ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

人
が
お
ら
れ
れ
ば
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
け
ど
、
今
考
え
て
い

る
の
は
、
町
で
で
き
る
だ
け
の
維

持
管
理
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

まちづくりについて

北
部
に
も
河
川
公
園
を

小
浦
浜
線
支
線
沿
い
の

河
津
桜
に
つ
い
て

橋本　義雄

町全体のバランスを考えて、
　　　　　　　務めてまいります

む
ず
か
し
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

お
願
い
し
た
い

年間通しての３大花まつりの花管理を

さざんか団地下に北部河川公園を

大事に育てよう
小浦浜線支線沿い河津桜・ハマボウ
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E35

　佐々IC～佐世保中央IC間の4車線化工事の供用開始に合わせて、この区間の管理が国土交通省
からNEXCO西日本に移管され、佐々IC～佐世保大塔IC間の通行料金が新たな料金になります。
　通行料金は、走行区間等に応じた料金をお支払いいただく方法に変更となります。ただし、佐々
IC～佐世保中央IC区間内の通行に限り、引き続き、ETC車、非ETC車ともに無料で走行いただ
けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典資料：西日本高速道路株式会社

佐々IC～佐世保大塔ICの間を通行するETC車のお客さまが、入口ICから流入し、途中IC（対象IC①）
で流出した後、一定時間内に途中IC（対象IC②）から順方向に再流入し出口ICまでご通行された場
合は、入口ICから出口ICまでの連続した通行とみなし、途中ICの流出入にかかわらず入口ICから
出口ICまでの間の1回のご通行に係る通行料金をいただきます。

連続走行（乗り直し）とみなすご走行及び通行料金（例） ＥＴＣ車

西九州自動車道（佐々IC～佐世保大塔IC間）の
新たな料金について

＜連続走行（乗り直し）とみなす対象IC及び時間＞

対象IC①

相浦中里ＩＣ

佐世保中央ＩＣ

佐世保中央ＩＣ

佐世保みなとＩＣ

対象IC②

相浦中里ＩＣ

佐世保中央ＩＣ

佐世保みなとＩＣ

佐世保中央ＩＣ

一定時間

15分

15分

20分

20分

令
和
６
年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
報
告

研
修
日

　
令
和
７
年
２
月
18
日
（
火
）

会
　
場

　
全
国
町
村
議
員
会
館

　
　（
東
京
都
千
代
田
区
）

研
修
事
項

　
講
師
：
中
本
正
樹
氏

　
　
　
　（
一
社
）日
本
経
営
協
会
講
師

　
○
講
座
テ
ー
マ

読
み
や
す
く
、
見
や
す
い
議
会

報
告
づ
く
り

　
　
サ
ブ
テ
ー
マ

「
読
ま
れ
る
広
報
紙
は
読
ん
だ

人
の
行
動
変
容
を
意
識
し
て
い

る
」

研
修
内
容

◇
座
学
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
的
な
中

間
討
論
を
挟
ん
だ
講
座

◇
分
散
会
方
式
で
出
席
し
た
６
町
の

ク
リ
ニ
ッ
ク

研
修
所
感

○
色
の
使
い
方
、
構
成
な
ど
の
視
点

か
ら
本
町
の
議
会
だ
よ
り
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、
文
字

よ
り
も
写
真
を
多
く
し
た
方
が
良

い
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
議
会
が
伝
え
た
い
こ
と
だ
け
で
な

く
、
住
民
が
知
り
た
い
こ
と
を
掲
載

す
る
視
点
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
学
び
ま
し
た
。
紙
面
構
成
に
つ

い
て
は
住
民
を
登
場
さ
せ
る
手
法
な

ど
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
と
い
う

提
起
は
新
鮮
で
し
た
。

○
小
グ
ル
ー
プ
で
他
町
の
議
員
と
も
意

見
交
換
す
る
機
会
が
あ
り
、
実
践
的

な
学
び
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
永
田
勝
美
）
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佐
々
町
議
会
だ
よ
り
、第
153
号
の「
声
」欄
で
は
、

「
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
工
事
遅
延
の
問
題
は
新

聞
報
道
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の

原
因
究
明
と
対
応
は
不
明
確
の
ま
ま
で
あ
る
」、

と
投
稿
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
９
月
９
日
（
月
）
開
催
の
委
員
会
報
告

に
よ
る
と

（
議
会
）
工
事
遅
延
の
原
因
は
町
に
あ
る
と
い
う

決
定
判
断
な
の
か
？

（
町
）・
・
・

＊
こ
の
質
問
に
、
町
と
し
て
の
具
体
的
に
何
が
原

因
か
の
説
明
は
な
か
っ
た
。

（
議
会
）
町
当
局
の
見
解
は
。

（
町
）
　
我
々
に
も
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
以
上
は
、
議
会
だ
よ
り
第
152
号
及
び
第
153
号
の

一
部
を
抜
粋
。

　
次
に
、
議
案
第
73
号
　
工
事
請
負
変
更
契
約
締

結
の
件

（
令
和
４
年
度
　
佐
々
町
新
庁
舎
建
設
工
事
に
対

す
る
附
帯
決
議
）

１
．
再
発
防
止
の
た
め
、
抜
本
的
な
再
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
こ
と
。

２
．
関
係
職
員
に
法
令
遵
守
に
つ
い
て
徹
底
を
図

佐
々
町
議
会
議
員
は

　
そ
の
職
責
を
果
た
し
た
の
か

る
こ
と
。

３
．
調
査
特
別
委
員
会
で
指
摘
し
た
変
更
の
原
因

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
と
佐
々
町
議
会
は
附
帯
決
議
を
し
た
が
、
そ
の

附
帯
決
議
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
な
け
れ
ば

我
々
町
民
に
は
理
解
不
能
な
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
問
題
を
抱
え
た
新

庁
舎
建
設
で
あ
り
な
が
ら
、
工
事
遅
延
等
の
原
因

を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
な
ぜ
議
会
は
工
事
費

の
支
出
に
同
意
し
た
の
か
？

　
昨
年
11
月
に
は
断
熱
材
の
再
変
更
や
側
溝
整
備

費
用
の
計
上
忘
れ
に
よ
る
建
設
費
の
追
加
な
ど
、

こ
れ
ら
の
責
任
は
誰
が
取
る
の
か
。

　
こ
れ
が
個
人
住
宅
建
築
で
あ
れ
ば
、
当
然
に
建

築
依
頼
主
は
業
者
に
対
し
契
約
不
履
行
で
の
訴
訟

を
当
然
に
提
起
さ
れ
る
事
案
と
思
わ
れ
る
。

　
法
は
、
議
会
議
員
の
責
務
と
し
て
行
政
活
動
が

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
常
に
監

視
・
点
検
を
す
る
こ
と
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

（
地
自
法
第
３
条
第
３
項
）

　
今
回
、
議
員
と
し
て
の
職
務
を
果
た
さ
ず
辞
任

し
た
。
こ
れ
は
職
務
放
棄
で
は
な
い
か
？
「
新
庁

舎
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
の
委
員
は

報
酬
の
減
給
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
町
松
瀬
免
166
番
地
５

池
田
　
茂
夫

　
か
ね
て
よ
り
建
設
中
の
新
庁
舎
が
２
月
完
成

し
、
間
も
な
く
供
用
開
始
の
運
び
と
な
っ
た
由
。

　
た
だ
完
成
に
至
る
過
程
に
お
い
て
は
、
多
く
の

課
題
を
残
し
た
の
も
事
実
の
よ
う
で
す
。
中
で
も

特
筆
す
べ
き
は
、
入
札
の
遅
れ
に
よ
り
建
設
費
の

高
騰
を
招
い
た
う
え
、
そ
の
後
も
執
行
部
の
一
方

的
な
断
熱
材
の
変
更
に
よ
り
追
加
経
費
を
発
生
さ

せ
、
完
成
予
定
間
際
に
は
、
工
期
の
大
幅
な
延
長

が
発
覚
す
る
等
の
失
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
問
題
発
生
の
都
度
、
原
因
の
究
明
や

責
任
の
所
在
、
再
発
防
止
策
等
の
適
切
な
対
応
を

怠
り
、そ
の
事
が
こ
の
不
祥
事
の
連
鎖
を
招
い
た
、

大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
工
期
延
長
に
関
し
て
は
、
原
因
や
責
任

の
所
在
は
明
ら
か
に
せ
ず
、
町
長
の
決
裁
も
曖
昧

な
ま
ま
、
新
た
に
２
，
２
０
０
万
円
も
の
公
費
の

持
ち
出
し
を
決
定
し
、
議
会
の
承
認
を
取
り
付
け

て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
公
金
を
扱
う
際
の
責
任

感
及
び
緊
張
感
の
欠
如
で
あ
り
、
極
め
て
ず
さ
ん

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
傾
向
は
、
そ
の

他
の
多
く
の
案
件
に
つ
い
て
も
顕
著
で
あ
り
、
こ

の
様
な
短
絡
的
、
稚
拙
な
行
政
判
断
が
許
さ
れ
る

組
織
風
土
改
革
は
急
務
で
す
。

　
と
も
あ
れ
町
民
待
望
の
新
庁
舎
で
す
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
そ
し
て
防
災
の
拠
点
と
し
て
、
初
期

の
想
定
通
り
適
切
に
機
能
す
る
事
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
町
平
野
免
614
番
地
８

藤
永
　
　
諭

新
庁
舎
建
設
の
実
態

町民の皆様からよせられた

※原文のママ掲載しています。
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本
号
で
、
今
回
の
任
期
で
の
議

会
だ
よ
り
は
最
後
と
な
り
ま
す
。

ト
ッ
プ
記
事
は
「
古
庄
町
長
の
逮

捕
」
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
残
念

で
あ
り
、
後
味
が
悪
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、
議
会
と

し
て
も
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
件
で
議
会
と
し
て
、
い

ろ
い
ろ
と
新
聞
記
事
に
書
か
れ
ま

し
た
が
、
真
実
を
書
か
れ
る
な
ら

ま
だ
し
も
、
憶
測
だ
け
で
記
事
を

書
か
れ
て
し
ま
う
と
町
民
の
皆
さ

ん
も
混
乱
す
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
議
会
も
町
民
の
こ
と
を
考
え

て
最
善
の
判
断
・
決
断
を
す
る
わ

け
で
す
が
、
結
論
に
至
る
そ
の
小

刻
み
の
過
程
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
ま
す
。
所
々
か
い
つ
ま
ん
で
つ

な
ぎ
合
わ
さ
れ
る
と
180
度
違
っ
た

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
非

常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　
６
月
に
は
改
選
が
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
適
正
な

判
断
を
お
願
い
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
季
節
の

変
わ
り
目
で
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
副
　
剛

議
会
日
誌

【
１
月
】

７
日

　
議
会
広
報
委
員
会

14
日

　
議
会
広
報
委
員
会

20
日

　
議
会
広
報
委
員
会

21
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
第
１
回
臨
時
会

24
日

　
産
業
建
設
文
教
委
員
会

29
日視

察
研
修
受
入
れ

（
熊
本
県
南
関
町
）

【
２
月
】

１
日西

九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会

４
日

　
全
員
協
議
会

７
日

　
総
務
厚
生
委
員
会

12
日長

崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会 

定
例
会

13
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
全
員
協
議
会

４
市
１
町
西
九
州
自
動
車
道
建
設

促
進
協
議
会 

理
事
会

18
日町

村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

21
日

　
全
員
協
議
会

25
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会

　
第
２
回
臨
時
会

　
議
会
広
報
委
員
会

【
３
月
】

４
日

　
３
月
定
例
会
（
１
日
目
）

５
日

　
３
月
定
例
会
（
２
日
目
）

６
日

　
３
月
定
例
会
（
３
日
目
）

　
議
会
運
営
委
員
会

７
日

　
３
月
定
例
会
（
４
日
目
）

　
議
場
閉
場
式

10
日

　
全
員
協
議
会

17
日

　
全
員
協
議
会

18
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
全
員
協
議
会

19
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
第
３
回
臨
時
会

次
回
定
例
会
の
傍
聴
ご
案
内

７
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
無
線
、

佐
々
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
会
の
傍
聴
者
数
は
17
人
で
し
た
。

佐
々
町
議
会
だ
よ
り
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

印刷／有限会社立山印刷

全
国
町
村
議
会
議
長
会
及
び
長
崎
県
町
村
議
会
議
長
会
の

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　
本
町
議
会
議
員
の
淡
田
邦
夫

議
長
と
須
藤
敏
規
議
員
が
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
及
び
長
崎

県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上

在
職
し
、
顕
著
な
功
労
が
あ
っ

た
方
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　
お
二
人
は
、
平
成
21
年
６
月

の
町
議
会
議
員
選
挙
で
初
当
選

さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
約
16

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
議
会
活

動
を
通
じ
て
地
域
の
教
育
、
文

化
、
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
の
１
日
目
終
了

後
、議
場
に
て
伝
達
式
を
行
い
、

お
二
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。左：淡田議長、右：須藤議員

　
議
会
だ
よ
り
第
153
号
の
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
し
た
『
町
民

の
声
』
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
佐
々
町
は
、昭
和
32
年
（
67
年
前
）
に
大
水
害
を
被
り
ま
し
た
。」

と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
昭
和
42
年
」
で
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び
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佐
々
町
議
会
だ
よ
り
、第
153
号
の「
声
」欄
で
は
、

「
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
工
事
遅
延
の
問
題
は
新

聞
報
道
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の

原
因
究
明
と
対
応
は
不
明
確
の
ま
ま
で
あ
る
」、

と
投
稿
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
９
月
９
日
（
月
）
開
催
の
委
員
会
報
告

に
よ
る
と

（
議
会
）
工
事
遅
延
の
原
因
は
町
に
あ
る
と
い
う

決
定
判
断
な
の
か
？

（
町
）・
・
・

＊
こ
の
質
問
に
、
町
と
し
て
の
具
体
的
に
何
が
原

因
か
の
説
明
は
な
か
っ
た
。

（
議
会
）
町
当
局
の
見
解
は
。

（
町
）
　
我
々
に
も
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
以
上
は
、
議
会
だ
よ
り
第
152
号
及
び
第
153
号
の

一
部
を
抜
粋
。

　
次
に
、
議
案
第
73
号
　
工
事
請
負
変
更
契
約
締

結
の
件

（
令
和
４
年
度
　
佐
々
町
新
庁
舎
建
設
工
事
に
対

す
る
附
帯
決
議
）

１
．
再
発
防
止
の
た
め
、
抜
本
的
な
再
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
こ
と
。

２
．
関
係
職
員
に
法
令
遵
守
に
つ
い
て
徹
底
を
図

佐
々
町
議
会
議
員
は

　
そ
の
職
責
を
果
た
し
た
の
か

る
こ
と
。

３
．
調
査
特
別
委
員
会
で
指
摘
し
た
変
更
の
原
因

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
と
佐
々
町
議
会
は
附
帯
決
議
を
し
た
が
、
そ
の

附
帯
決
議
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
な
け
れ
ば

我
々
町
民
に
は
理
解
不
能
な
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
問
題
を
抱
え
た
新

庁
舎
建
設
で
あ
り
な
が
ら
、
工
事
遅
延
等
の
原
因

を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
な
ぜ
議
会
は
工
事
費

の
支
出
に
同
意
し
た
の
か
？

　
昨
年
11
月
に
は
断
熱
材
の
再
変
更
や
側
溝
整
備

費
用
の
計
上
忘
れ
に
よ
る
建
設
費
の
追
加
な
ど
、

こ
れ
ら
の
責
任
は
誰
が
取
る
の
か
。

　
こ
れ
が
個
人
住
宅
建
築
で
あ
れ
ば
、
当
然
に
建

築
依
頼
主
は
業
者
に
対
し
契
約
不
履
行
で
の
訴
訟

を
当
然
に
提
起
さ
れ
る
事
案
と
思
わ
れ
る
。

　
法
は
、
議
会
議
員
の
責
務
と
し
て
行
政
活
動
が

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
常
に
監

視
・
点
検
を
す
る
こ
と
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

（
地
自
法
第
３
条
第
３
項
）

　
今
回
、
議
員
と
し
て
の
職
務
を
果
た
さ
ず
辞
任

し
た
。
こ
れ
は
職
務
放
棄
で
は
な
い
か
？
「
新
庁

舎
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
の
委
員
は

報
酬
の
減
給
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
町
松
瀬
免
166
番
地
５

池
田
　
茂
夫

　
か
ね
て
よ
り
建
設
中
の
新
庁
舎
が
２
月
完
成

し
、
間
も
な
く
供
用
開
始
の
運
び
と
な
っ
た
由
。

　
た
だ
完
成
に
至
る
過
程
に
お
い
て
は
、
多
く
の

課
題
を
残
し
た
の
も
事
実
の
よ
う
で
す
。
中
で
も

特
筆
す
べ
き
は
、
入
札
の
遅
れ
に
よ
り
建
設
費
の

高
騰
を
招
い
た
う
え
、
そ
の
後
も
執
行
部
の
一
方

的
な
断
熱
材
の
変
更
に
よ
り
追
加
経
費
を
発
生
さ

せ
、
完
成
予
定
間
際
に
は
、
工
期
の
大
幅
な
延
長

が
発
覚
す
る
等
の
失
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
問
題
発
生
の
都
度
、
原
因
の
究
明
や

責
任
の
所
在
、
再
発
防
止
策
等
の
適
切
な
対
応
を

怠
り
、そ
の
事
が
こ
の
不
祥
事
の
連
鎖
を
招
い
た
、

大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
工
期
延
長
に
関
し
て
は
、
原
因
や
責
任

の
所
在
は
明
ら
か
に
せ
ず
、
町
長
の
決
裁
も
曖
昧

な
ま
ま
、
新
た
に
２
，
２
０
０
万
円
も
の
公
費
の

持
ち
出
し
を
決
定
し
、
議
会
の
承
認
を
取
り
付
け

て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
公
金
を
扱
う
際
の
責
任

感
及
び
緊
張
感
の
欠
如
で
あ
り
、
極
め
て
ず
さ
ん

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
傾
向
は
、
そ
の

他
の
多
く
の
案
件
に
つ
い
て
も
顕
著
で
あ
り
、
こ

の
様
な
短
絡
的
、
稚
拙
な
行
政
判
断
が
許
さ
れ
る

組
織
風
土
改
革
は
急
務
で
す
。

　
と
も
あ
れ
町
民
待
望
の
新
庁
舎
で
す
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
そ
し
て
防
災
の
拠
点
と
し
て
、
初
期

の
想
定
通
り
適
切
に
機
能
す
る
事
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
町
平
野
免
614
番
地
８

藤
永
　
　
諭

新
庁
舎
建
設
の
実
態

町民の皆様からよせられた

※原文のママ掲載しています。
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本
号
で
、
今
回
の
任
期
で
の
議

会
だ
よ
り
は
最
後
と
な
り
ま
す
。

ト
ッ
プ
記
事
は
「
古
庄
町
長
の
逮

捕
」
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
残
念

で
あ
り
、
後
味
が
悪
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、
議
会
と

し
て
も
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
件
で
議
会
と
し
て
、
い

ろ
い
ろ
と
新
聞
記
事
に
書
か
れ
ま

し
た
が
、
真
実
を
書
か
れ
る
な
ら

ま
だ
し
も
、
憶
測
だ
け
で
記
事
を

書
か
れ
て
し
ま
う
と
町
民
の
皆
さ

ん
も
混
乱
す
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
議
会
も
町
民
の
こ
と
を
考
え

て
最
善
の
判
断
・
決
断
を
す
る
わ

け
で
す
が
、
結
論
に
至
る
そ
の
小

刻
み
の
過
程
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
ま
す
。
所
々
か
い
つ
ま
ん
で
つ

な
ぎ
合
わ
さ
れ
る
と
180
度
違
っ
た

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
非

常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　
６
月
に
は
改
選
が
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
適
正
な

判
断
を
お
願
い
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
季
節
の

変
わ
り
目
で
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
副
　
剛

議
会
日
誌

【
１
月
】

７
日

　
議
会
広
報
委
員
会

14
日

　
議
会
広
報
委
員
会

20
日

　
議
会
広
報
委
員
会

21
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
第
１
回
臨
時
会

24
日

　
産
業
建
設
文
教
委
員
会

29
日視

察
研
修
受
入
れ

（
熊
本
県
南
関
町
）

【
２
月
】

１
日西

九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会

４
日

　
全
員
協
議
会

７
日

　
総
務
厚
生
委
員
会

12
日長

崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会 

定
例
会

13
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
全
員
協
議
会

４
市
１
町
西
九
州
自
動
車
道
建
設

促
進
協
議
会 

理
事
会

18
日町

村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

21
日

　
全
員
協
議
会

25
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会

　
第
２
回
臨
時
会

　
議
会
広
報
委
員
会

【
３
月
】

４
日

　
３
月
定
例
会
（
１
日
目
）

５
日

　
３
月
定
例
会
（
２
日
目
）

６
日

　
３
月
定
例
会
（
３
日
目
）

　
議
会
運
営
委
員
会

７
日

　
３
月
定
例
会
（
４
日
目
）

　
議
場
閉
場
式

10
日

　
全
員
協
議
会

17
日

　
全
員
協
議
会

18
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
全
員
協
議
会

19
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
第
３
回
臨
時
会

次
回
定
例
会
の
傍
聴
ご
案
内

７
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
無
線
、

佐
々
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
会
の
傍
聴
者
数
は
17
人
で
し
た
。

佐
々
町
議
会
だ
よ
り
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

印刷／有限会社立山印刷

全
国
町
村
議
会
議
長
会
及
び
長
崎
県
町
村
議
会
議
長
会
の

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　
本
町
議
会
議
員
の
淡
田
邦
夫

議
長
と
須
藤
敏
規
議
員
が
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
及
び
長
崎

県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上

在
職
し
、
顕
著
な
功
労
が
あ
っ

た
方
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　
お
二
人
は
、
平
成
21
年
６
月

の
町
議
会
議
員
選
挙
で
初
当
選

さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
約
16

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
議
会
活

動
を
通
じ
て
地
域
の
教
育
、
文

化
、
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
の
１
日
目
終
了

後
、議
場
に
て
伝
達
式
を
行
い
、

お
二
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。左：淡田議長、右：須藤議員

　
議
会
だ
よ
り
第
153
号
の
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
し
た
『
町
民

の
声
』
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
佐
々
町
は
、昭
和
32
年
（
67
年
前
）
に
大
水
害
を
被
り
ま
し
た
。」

と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
昭
和
42
年
」
で
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び
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